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τ）
に
ホ
り
、
成
約
伎
の
ム
ム
吐
機
会
心
5

流
用
に
刻
？
る
訟
識
下
、
新
止

に
L
、
山
内
総
役
の
岡
山
法
定
ト
引
い
仁
為
に
付
す
J

る
責
任
俣
拠
一
じ
て
活
り
さ
れ
る
こ
）
を
期
待
L
亡
い
る
つ

会
社
心
会
U
引
終
会
心
流
川
ぷ
示
tH
は
、
巾
本
？
刈

4
4例
法
で
党
！
定
し
り
に
洋
諸
C
為
打
、

会
社
綴
会
心
減
論
（
戸
｝
M
m
L
C
C
Z
E
u

己
ミ
勺
ミ
ニ
プ
ν

』
と
い
事
つ
u

企
業
の
役
員
及
川
M

取
締
役
は
、
外
、

h
u
、
り
受
託
さ
れ
た
者
ζ

し
て
の
地
付
及
び
日
間
版
持
係
を
利
用
し
、
私

りお利目
M
Uゼ
追
求
す
る
と
と
は
許
さ
ー
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
こ
の
起
点

日
刊
現
出
抽
出
で
は
取
締
役
心
行
為
は
、

政
締
役
が

会
社
と
取
引
す
る
こ
と
て
は
た
い
か
ら
、
ぷ
止
さ
れ
て
L
る
ー
取
締
役
の

U
1」
以
引

（
成
法
第
一
九
一
八
丸
木
）

と

幹1~i:：こおける手汁氏改 11.Jγl必ド容と今後心開寸坦

ソ叫
J

取
締
役
ジ
ホ
肌
装
祭
リ
義
務

（
古
川
、
む
お
ニ
九
じ
荘
）

と
羽
以
は
し
て
い
る
mヘ
ム
刷
業
設
J
H
義
務
は
取
締
役
が
直
践
に
会
社
が
営
ん
で

い
る
科
業
と
戸
時
仰
の
廿
い
業
J

ど
れ
う
こ
「
で
た
町
、
会
社
機
会
の
ー
川
市
禁
止
は
日
禄
営
業
乞
す
る
こ
と
の
み
に
制
限
す
る
の
で
は
な
い
と

一一内一

い
う
山
、
か
、
口
一

μ別
さ
れ
る
し
斡
凶
尚
、
い
は
、
判
例
を
通
〕
て
規
州
汗
さ
れ
る
説
に
、

i
kを
通
じ
て
取
締
役
の
九
百
仕
検
会
の
流
山
行
為
を

禁
止
し
て
い
出
り
、
こ
の
よ
う
と
三
氏
の
動
機
は
市
平
日
国
体
、
り
げ
伝
選
刑
判

γぬ
る
〈
山
口
べ
凶
体
が
財
閥
改
革
運
動
中
」
！
古
一
閃
し
て
別
問
問
中
長

て
き
た
小
山
散
の
一
つ
と
し
て
こ
の
よ
弓
な

k
ー
ょ
が
行
わ
れ
た
ν

の
不
透
問

同
反
た
は
、
札
行
時
国
商
法
の
ぷ
締
役
の
忠
実
義
務
（
商
法
第
一
一
一
八
一
矢
の
一
」
に
含
ま
れ
る
門

hJb午
、
具
体
化
、
ど

γ
一
と
で
あ
句
、

前
泊
1

J

た
よ
う
に
が
規
広
三
子
へ
に
よ
り
、
関
述
送
法
行
為
に
対
」

3
0玄
粁
の
［
阿
川
拠
規
定
午
、
J

て
γ川
市
予
れ
る
三
／
一
が
で
き
る
、
し
た

が
〉
亡
、
会
代
機
会
の
↓
同
一
向
刺
市
ゴ
は
れ
約
仙
伐
の
日
主
義
務
の
具
体
的
な
内
科
で
あ
り
、

人
司
い
。

的
m
J
U
相
役
ト
ド
新
た
な
十
十
一

1wm山
を
賦
課
L

ヨ
ノ
る
こ
こ
で
は

現
行
J
一
上
、
忠
実
義
務
の
造
反
類
型
と
し
て
定
め
て
い
る
の
は
、
取
品
川
伐
の
自
己
取
引
禁
止

一
商
法
能
て
九
八
条
）
、

ι刷
業
禁
止

千
戸
川
法
治
一
九
七
条
）
、
合
引
の
常
業
協
密
記
村
義
務
（
出
川
仏
第
一
八

条
の
団
）
、

z
一l
て
恥
締
役
の
報
酬
に
対
す
る
胤
定
「

U
法
第
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一
人
八
条

体
ず
で
あ
る
に
、
〕
か
、
）
、
な
愉
役
の
忠
実
義
務
の
類
刑
γ

の
ロ
で
、

法
律
で
ま
だ
法
制
ル
さ
れ
て
い
な
い
場
台
は
、
会
刊
の
貯

疋
流
い
い
川
、
支
配
株
ニ
の
支
配
怪
行
使
ょ
の
義
訪
（
支
配
校
の
む
却
上
、
少
数
紙
十
？
に
対
ヲ
る
忠
実
認
務
、
親
了
会
社
関
係
に
お
け
る
又

出
株
土
y

「
L
F
L
のJ
義
務
な
こ
＼
会
什
に
同
忠
一
一
が
予
知
問
戸
れ
る
行
為
、
そ
じ
て
、
今
回
心
改
札
利
J
A
で
導
入
7
r
，G
自
己
取
引
頒
型
の

つ
で
丸
一
合
会
叫
札
機
会
心
前
人
的
流
川
市
な
と

会
社
機
会
の
出
別
性
心
J
H
は
、
前
主
？
と
ー
よ
う
に

一九一
J

乍
件
が
丸
つ
ご
か
ら

不
可
4

り
切
開
店
」
／
一
、
月
じ
亡
砿
す
一
さ
れ
た
概
念
で
あ
り

そ
の
長
杭
の
川
決
で
占
め
る

ひ
っ
年
余
り
の
長
い
夜
行
の
街
、
米
h
で
主
に
判
例
法
と

I
て
発
展
し

の
内
容
は
会
牡
に
け
汁
L
h忠
実
式
務
を
負
担
し
て

L
る
取
締
没
や
没
ハ
れ
が
疋
叶
に
会
社
に
川
以
［
な
け
、
れ
ば
な
ら
な
レ
佐
川
業
協
明
会
守
口
己

め
る
い
は
信
者
（
山
♂
利
川
の
た
め

r
挙
取
ず
る
こ
と

Y
禁
じ
る
も
の
で
あ
る
v

こ
の
即
司
滑
り

η
川〕見角川〉、いよ九マ
h
J

（
い
に
戸
〆

一ko叫
f
［
口
内

会
川
刊
の
j

刊
行
役

Rif取
締
役
な
と
会
刊
行
む
委

C
主
主
行
に
一
一
受
仔
人

2
2
2
2
v
J
叫
こ
4
A
Y
行
人
よ
し

立
、

r
J
内

14吾
川
行
一
d

l

f
チ
t

p

h

と
の
地
付
及
ひ
信
湘
関
係

Jr利
川
市
し
、
ム
訂
作
心
機
会
主
不
当
ド
骨
収
し
、
私
的
刊
r
併
を
追
求
す
る
こ
L
？
？
ー
許
存
し
た
ι

い
こ
と
て
あ
る

U

し
た
が
っ
て
、
会
J仁
機
会
の
J

川
用
竺

H
は
、
会
J
L
C
取
締
役
及
♂
役
員
が
ん
ム
と
に
負
っ
て
い
る
一
般
的
な
忠
実
義
務
（
U

一
百
三
あ
句
、
同
間
前
の
巨
的
は
一
心
の
君
主
Y
、
機
会
を
会
弘
に
帰
属
さ
壮
、
会
計
の
受
任
人
？
っ
会
計
の
税
法
的
権
利
を
付
ヮ
て
い
る
山
一

九
索
機
会
全
容
守
的
仇
す
る
h

と
乞
防
ご
ニ
J

Y

し
す
る
と
」
ろ
に
あ
る
し
と
」
ろ
で
、
問
胞
は
い
か
な
る
状
に
の
卜
で
、
受
何
人

流
用
て
き
な
い
よ
う
に
ず
る
の
か
と
い
ラ
去
に
あ
る
ラ
い

闘い
4
7
L

し
、
夫
臼
法
律
協
会
長
ヨ
コ
2
二
、
出
〈
町
一
己
主
二
一
二
〉
以
に

ー
L
ー
と
い
う
〕

は
、
会
吐
機
会
の
攻
論
に
対
」
1
J

る
r
’f
一
両
及
ひ
汀
例
な
ど
を
紋
J

却
1

1

会
社
機
会
の
め
弓
が
成
立
す
る
は
切
却
を
旬
、
i

の

ょ
う
は
ま
と
め
て
い
る
n

ま
ず
、
ム
ム
川
刊
の
機
会
一
は
、

i
紋
執
行
役
員

∞
町
小
ロ
ズ
》
「

F
H
E
っ
こ
札
券
、
令
こ

4
J
A

」一V
二へ
J
Y
I
戸

古
1
J
7
M
m
i
i
l
t

去

ー

心

叩
汁
訴
を
ι日
る
機
会
と
い
h

つ
乃
ソ
F
J
L

は
U
江

h

T
、
九
体
的
に
卒
業
ζ

の
府
議
な
刻
淳
一
か
あ
っ
て
、
会
社
が
一
「
や
へ
た
り
将
来
胃
じ
こ
r
、
に
な
る

ど
ろ
h

っ
と
期
待
さ
れ
る
台
遊
性
か
た
る
湯
人
出
円
を
い
う
c

さ
ら

ι詳
細
に
み
る
と
、
必
取
締
役
が
会
社
の
に
め
に
職
務
遂
行
と
町
民
連
し Ye 
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亡
知
コ
式
機
会
ゃ
、
⑦
玖
締
役
主
主
目
、
上
級
は
行
川
氏
聞
の
機
能
と
悶
述
し
て
判
附
、
〕
て
み
ゐ
え
和
平
J

ト
五
川
、
そ
の
利
ぷ
古
得
る

機
会
が
会
刊
に
技
供
さ
れ
る
ζ

合
閣
内
的
に
川
断
き
れ
る
機
会

①
ム
古
什
の
情
報
や
肘
豆
、
斤
一
利
用

L
て
い
市
っ
行
機
会
が
、
会
社
に
利
治

に
ヨ
る
だ
ろ
う
ヒ
判
附
t

に
以
締
役
ま
た
は
、
上
級
執
行
役
ド
バ
が
ム
τ
述
的
に
子
想
で
き
る
ぬ
八
じ
に
は
、
会
社
の
機
会
H
V
v
i
v

止一
i
q
r
J市

L
て
J

る
。
ま
止
、
円
て
の
活
動
小
そ
の
会
社
が
常
ん
だ
り
、
将
来
営
む
こ
と
に
な
る
だ
ろ
有
と
問
符
さ
れ
る
宇
業
と
密
接
仕
材
述
が
あ

る
こ
い
石
市
4

を
、
上
級
執
行
役
h
H
が
切
っ
て
い
た
あ
る
い
は
、
J

時
」
叫
州
、
紅
ら
は
円
札
～
い
は
ら
な
い
機
会
に
し
て
、
上
級
執
行
役
hは
か
営
業

η
 

活
動
を
公
む
可
能
性
が
d

め
る
、
一
1

〆
」
を
分
か
つ

f
機
会
一
と
定
義
し
て
い
る
c

こ
U
よ
う
に
、
九
五
社
に
与
え
ら
れ
た
機
会
守
↓
取
締
役
が
奪
以
し
て
流
川
す
れ
ば
、
会
札
機
会
の
流
用
禁
止
に
泣
反
［
た
一
」
と
に
芯
る
ぐ
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問
問
は
ど
こ
ま
で
士
会
社
の
（

U
削
岩
才
）

し
て
促
え
立
行
れ
は
な
ら
三
い
か
で
あ
る
ν

ム
バ
比
札
機
会
と
判
附
さ
れ
れ
ば
、
取
締
役
が

へ
代
表
一
山
一
訟
に
よ
り
責
任
を
追
及
さ
れ
J

桜
去
炉
償
責
日
い
れ
を
品
川
ハ
う
こ
と

L
Gる
が
、
会
社

は
な
い
と
判
断
さ
れ
れ
は
、
取
品
師

役
は
免
烹
さ
れ
る
こ
と
ド
広
告
乙
会
引
絞
ん
誌
な
の

V
ピ
判
断
「
る
ト
仁
川
山
統
的
な
菜
市
は
、

C
－
r

4

「
目
見
付
同
月
市
中
刊

F
J
ヮ
て
締
止
さ

」TH
絞
的
な
4
h
準
は
般
的
に
次
の
一
つ

し、

①
て
の
桝
叫
ん
日
か
以
誌
か
ら
存
ム
汁
L
や
る
会
が
い
の
権
利

5
5
2
5
5
η

布、占めれノ、

ま
と
た
祉
が
期
待

、
）
た
機
会
な
の
か
〉

会
祉
の
用
品
川

4
h
i
a
り

i
t
－

－

 

ヘコ戸同一
J

作
工
口
。

c－「
r
q
Z
4
コ内
2
2

－

位
同
門

に
局
す
る
こ
と
な
の
か
、
九
山
｝
戸
川
A

－1
伺
｛

rコ
z
z
r）

の
観
点
か
ら
、
そ
の
機
会
は
余
じ
に
対
日
明

、J
な
け
れ
ば
仕
ら
な
い
」
こ
な
の
か
な
三
、
あ
る
〉
し
か
1

1

1

事
栄
創
出
門
な
の

対
し
、
概
念
ー
の
一
応
昧
件
、
ニ

1、
" 

非
論
述
的
で
為
る
」
と
を
辺
司
に
批
判
す
る
い
告
別
ド
ゾ
ヂ
い
。
人
止
で
I

J

て
、
機
会
が
j
R
U
ζ

い
っ
て
も
ム
古
代
が
そ
の
営
業
を
法
知
的
に
行
う

－
K
政
的
能
力
が
備
わ
て
く
お
ら
ず
、

実
現
心
一
戸
花
性
け
い
仕
い
場
台
に
は
、
こ
れ
を
会
祉
の
機
会
と
捉
与
え
る
の
は
町
出
掛
け
で
あ
る
U

法
的
－

WJ政
的
諮
力
也
び
事
業
の
災
現
－
d
川勺川中性

こ
り
宮
山
こ
と
を
志
乃
叫
L
、
伝
統
的
日
基
準
に

ヘ
「
開
山
｛

5

2
一
と
と
442FFこ
コ
2
5
3
こ
5
2一〔乙
5J一
を
付
け
加
え
一
人
h

り
も
ず
る
（
尻
在
」
あ
て
、
米
同
判
例
一
に
お
け
る
会
社
機
会
に
問
、
す
る
判

刊
戸
門
戸
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断
美
山
内
は
、

非
常
に
み
d
t
m
な
実
情
ご
あ
り
、
事
例
に
よ
っ
て
ふ
常
に
多
一
較
に
炭
悶
）
て
L
る
と
円
え
る
ν

今
刊
の
改
花
州
内
法
は
、
主
主
機
会
」

の
概
念
を
公
判
三
1
、

の
鮮
釈
を
吋
点
じ
て
九
一
、
の
机
念
が
導
き
凸
さ
れ
る
と
え
ら
れ
る
J

定
語
版
｛
ん
は
、
明
間
市
な
規
泣
い
い
に
勾
司
令
刀
、
そ
の
条
河
（
い
川
町
〈
て
dud向
山
判
所
の
求
軟

hzfJA解
決
の
中
1
2、
抑
制
刊
を
過
と
た
以
締
役
y
、会

祉
の
刊
す
門
衝
突
罰
叫
ん
涯
に
よ
っ
て
区
新
川
は
が
以
務
上
お
ー
に
宇
業
機
会
や
会

U
V己
主
乙
冴
述
L
ア
機
会
と
川
尻
浴
さ
れ
る
こ

2
に

と
、
改
rt
円
以
で
町
刊
誌
主
れ
に
会
社
機
会
の
一
流
用
性
心
d
規
定
で
一
羽J
在
ま
止
は
、
将
来
の
事
業
機
会
i

乙
川
う
概
念
が
暖
昧
で
規
制
対

象
予
測
が
不
可
能
て
あ
る
た
め
、
こ
れ
に
汁
L
亡
は
明
様
、
法
ガ
イ
ド
ラ
々
／

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
考
え
ら
ー
れ
る

（
）
取
締
役
心
r』

L
取
什
る
小
川
認
ぃ
F
～
品
本
心
拡
大
／
げ
は

ι向
沼
市
一
一
九
八
条
J

取
締
役
が
本
人
の
利
益
む
た
め
に
取
」
締
役

が
設

υτえ
個
人
会
什
な
刊
に
乞
利
川
市
し
、
会
比
れ
し
し
取
引
す
る
品
合
、
会
怜
心

利
討
を
犠
往
九
す
る
可
能
付
い
が
多
い
た
め
、
治
切
な
れ
税
制
が
必
安
て
め
る
わ
取
締
役
と
会
お
、
り
問
の
は
己
取
引
一
り
要
刊
を
よ
り

情
に
川
既
定
し
、
取
材
川
い
の
み
と
ら
ず
取
締
役
〈
U
配
調
書
、
取
締
役
の
凶
一
五
角
J

卑
晶
、
取
締
役
の
削
偶
者
、
U
白
系
争
中
品
と
彼
ら
の
個
人

余
い
わ
が
ム
ぷ
hLY
一π一一hJず
る
場
合
士
で
、

一
攻
稀
役
会
に
お
い
て
以
締
役
の
ム
一
分
の
二
以
し
し
の
賛
成
L

よ
り
、
忌
認
を
受
け
る
、
主
ノ
に
規
r
t

三
次
う
の
内
科
が
公
正
で
伝
日
れ
ば
な
り
な
い
と
い
う
安
件
を
近

htrる
v

一
」
の
よ
う
に
成
締
役
の
肉
」
｝
攻
広
J

争
認
対
象
を
拡
大
す

る
こ
ζ

に
よ
っ
て
紋
約
役
品
以
締
役
三
常
議
な
関
係
に
あ
る
討
が
山
己
取
引
を
通
じ
、
ム
ム
引
の
科
目
仰
を
民
宝
口
し
な
が
ら
T
h

り
」
な
利
バ
を

戸引一

取
る
い
れ
品
半
、
防
寸
で
き
る
〉
一
山
制
作
さ
れ
る
〉

礼
予
〈
ム
ム
叫
引
の
取
締
役
は
商
法
銑
一
九
二
条
に
長
守
つ
い
て
、
取
締
役
会
心
情
成
員
と
し
て
業
務
執
／
七
、
空
忠
を
＼
」
ぱ
め
て
取
約
役
会
に
参
加

L
て
ほ
料
役
会
の
税
税
引
同
行
を
L
m
脅
す
司
令
。

L
た
が
っ
て
、
全
体
と

L
て
の
取
桁
役
は
、
会
祉
の
業
務
執
行
機
郊
で
為
り
、
恒

4η
取

取
締
役
会
の
楠
成
じ
と
し
て
の
地
伏
今
一
持
つ
c

ま
と
、
こ
の
よ
ト
1
3
U
地
い
か
ら
、
外
ト
パ
パ
ム
五
日
引
の
取
締
役
は
続
法
あ
一
へ
二
条
二

池
)j 

: Ex人i.tc刊行l'3+S6tiJ c7汚［2川：；I、

開
豆
町
市



山
明
い
よ
る
り
吾
川
回
出
三
設
が
と
止
、
均
一
一
一
八
こ
わ
れ
の
一
に
ζ

り
ム
ぷ
ー
に
斗
す
る
山
川
γ
ど
読
料
ん
を
負
担
す
る
J

玖
愉
伎
は
こ

に
対
す
る
附
一
僚
か
っ
、
会
社
／
工
以
締
役
自
身
心
利
益
が
一
般
兆
す
る
場
仏
、

k
f
l土
記
入
J

K

J

？
J

」

i
f
u
V
I
A－
－

i

／
1

t

、｛ー、

、
コ
ミ
、
j

L
J
4
4ネ

う
内
容
の
忠
実
義
務
え
沿
っ
♂
に
い
る
n

取
締
役
は
汀
身
の
泡
付
を
利
用
し
、
間
四
人
の
資
培
で
日
ピ
ま
た
は
第
お
の
三
仰
に
氏
引
の
前

援桔イ十ぃ
J

r

々
こ
し
て
、
あ
る
い
は
そ
り
和
子
お
を
代
河
ま
た
は
代
表
し
て
会
引
に
取
引

γ
る
地
合
、

廿
ら
り
泊
目
と
絞
r中日
i
の
秘
叶
を
利
一

川
府
ず
る
こ
こ
に
ふ
コ
て
札
口
む
の
初
完
を
犠
牲
に
？
で
ヨ
μ
い
ま
た
は
第
一
一
若
心
利
益
を
図
る
不
公
t
t
k
取
引
を
す
J

る
危
険
牝
が
大
き
い
こ

と
も
7

め
司
令
。
し
に
が
っ
て
、
こ
の
1uh
つ
な
取
締
役
と
会
村
岡
阿
の
恥
引
で
丸
る
世
己
取
引
に
」
っ
て
会
社
に
損
失
ハ
川
市
凡
ー
す
る
こ
こ
を
初

止
し
て
こ
午
、
会
社
対
一
昨
の
健
全
生
を
パ
干
る
ご
と
、
わ
に
じ
み
と
ゐ
）
ま
た
、
会
日
立
い
、
議
将
司
に
株
、

ι

い
う
一
げ
し
も
白
ー
し
取
引
を
剤
取

幹1~i:：こおける手汁氏改 11.Jγl必ド容と今後心開寸坦

ず
る
必
安
性
m
r
Jめ
る
へ
同
尋
問
古
川
出
は
泊
二
九
八
条
に
取
y

締
役
は
取
締
役
会
心
承
忍
が
あ
る
時
に
限

ZLPド
h
ん
ま
た
は
第
一
者
の
川
崎
川
で

会
社
と
取
引
が
で
き
る
よ
う
に
は
よ
L
て
い

人寸

F
C改
十
ド
尚
い
い
は
、
取
締
役
と
会
仕
関
心
戸
己
取
引
の
要
件
乞
よ
り
一
一
判
決
格
に

見
｛
止
し
、
取
締
役
だ
け
で
は
く
根
締
役
の
州
配
偶
者
、
取
締
役
の
問
系
角

Jm局
、
取
締
役
の
似
偶
者
の
凶
系
訪
印
怖
と
彼
ら
、
り
個
人
ム
町
村
小

がム
A
U
L
2
取
5
す
る
場
止
ま
で
、
取
締
役
会
心
事
訴
忌
刃
叫
ん
L
受
け
合
よ
う
に
規
定
、
日
以
引
の
内
討
が
公
と
で
な
け
れ
ば
と
ら
、
ぷ
い
と

LPコ
安
件
JE追
抗
し
1
7

～c
山
県
締
役
だ
け
で
な
く
攻
締
役
J
K
M
心

r
L
P
一
親
戚
・
娼
叫
刊
誌
び
個
人
会
計
な
と
ヨ
一
規
律
対
象
い
ヘ
ユ
ま
せ
る
ヤ

と
に
4
っ
て
攻
コ
ヲ
の
透
明
け
を
日
め
よ
う
し
r
ず
る
と
ζ

が
改
正
の
蕊
円
円
で
あ
る
戸

改
U
4刑
法
に
対
1

〆
て
議
論
ピ
な
っ
た
点
は
次
の
て
っ
γ
土
弓
取
締
役
人
目
の
永
認
対
象
の
れ
引
が
人
き
く
培
、
ぇ
、

上ぇ

71 
0〕

そ
こ
亡
、

述
M
U
が

mJ百
さ
れ
て
取
引
先
の
変
更
に
よ
る
質
問
的
l
丹
、
山
町
存
取
引
企
業
、
こ
の
柵
互
共
助
を
通
し
た
シ
サ
争
効
果
述
断
仕
ど
で
、

げ

V
I
』
剣
士
れ
か
ほ
ト
ケ
ニ
匂
川
公
れ
が
あ
円
で
、
系
列
会
社
向
の
取
引
が
多
い
韓
同
企
業
の
特
性
l
、

油
企
業
で
は
ヨ
ー
し
取
引
の
承
認
の
た

め
に
ほ
料
役
会
会
一
毎
日
ま
ー
乙
は
、
勾
週
明
川
悦
L
な
け
れ
ば
立
ら
日
い
也
端
は
場
れ
も
党
牛
ず
る
こ
と
が
あ
る
。
も
と
も
と
円
出
設
争
原

悲
の
も
と
で
は
、
企
業
の
取
引
担
任

T
4底
抗
は
経
常
条
川
け
を
総
合
町
に
宅
占
閉
山
し
て
企
業
内
部
の
庄
司
叫
決
ど
に
よ
三
、
行
わ
れ
J
G
べ
討
で

（！メ人民半、日：／ス.J367、97P:zoリ.11、



あ
わ
、
法
作
で
品
目
制
す
る
事
以
で

市
凶
行
商
法
品
川
一
一
九
八
条
は
、
日
己
攻
引
な
制
限
し
よ
う
と
す
る
政
己
］
の
胤
｛
止
さ
あ
っ
た
が
、

改
正
利
法
仁

、
会
什
の
引
判
γ
倫
子
侵
害
さ
れ
る
川
詑
悦
が
あ
令
れ
川
引
を
判
制
限
す
Q
規
定
、
二

L
L
制
度
的
組
U
H
が
変
わ
る
」
乙
仁

主
っ
た
υ

主
人
一
ろ
ノ
し
自
己
取
引
の
範
闘
が
広
く
拡
張
さ
れ
る
均
台
、
ム
百
川
刊
の
利
益
を
保
護
」
ヲ
る
こ
こ
に
つ
な
が
る
こ
ノ
ア
を
否
｛
心
一
j

るい

と
は
C
L
P
な
ド
が
、
多
ノ
＼
仔
底
引
が
は
己
取
引
に
分
間
州
さ
れ
つ
、
取
引
の
効
力
に
湿
一
！
「
る
争
い
の
対
象
に
な
れ
、

降
円
安
凶
に
日
る
一
円
持
作
が
あ
る
。

取
引
の
氾
4
2
L
K八十の

ま
ん
一
、
改
疋
州
市
訟
は
現
行
法
よ
れ
取
締
役
む
釘
団
全
取
向
役
正
配
偶
者
及
ひ

（
り
苅
践
と
、
一
れ
ら
が
や
ー
有
「
る
ふ
ぷ
日
引
同
札
口
そ

の
fr一山川刊げて
1
1仏
け
て
孟
認
対
象
に
芯
る
収
引
を
L

犯
人
し
と
－
こ
れ
は
取
締
役
と
会
制
慌
の
前
接
取
引
だ
け
で
な
く
た
質
前

ι収
締
役

と
会
社
間
心
利
岩
衝
宍
の
必
れ
が
あ
る
間
政
取
引
も
現
行
氏
一
で
税
制
対
象
に
に
る
と
い
う
解
釈
詠
と
も
仰
向
山
占
ず
る
取
締
役
と
一
ど

の
人
的
伐
日
係
h
f

所
有
限
係
に
み
る
会
怜
や
利
用
「
る
取
引
は
、

取
締
役
の
町
民
取
引
に
l

成
す
る
J
い
う
向
、
で
、

FM
にホ附
IK
は
収
給
料
、
む

間
段
以
引
の
町
一
る
知
型
一
を
且
一
ハ
伴
化
う
じ
て
規
ハ
じ
し

一方、

日
当
制
作
占
に
閑
寸
る
攻
訂
以
（
心
不
明
確
牲
を
是
ナ
】
て
い
ゐ
U

同杭

改
十
一
尚
J
H
h
h
rは
い
山
4
1
J

二
付
す
る
事
リ
リ
ド
ミ
ピ
ι
況
定
レ
、

行
法
し
し
で
一
夜
締
役
会
の
忌
認
は
、
山
口
〕
一
攻
引
、
刈
の
事
前
苧
認
乞
意
味
す
る
と
は
る
見
解
が
ふ
紋
別
で
あ
っ
た
が
、

1
3町
主
：
え
一
I
t

－－
 

ーら主
l
｝

l
t
H
p
h
j
J

一HA

締
役
会

改
正
尚
法
は
、
以
締
役
会
の
お
後
rぷ
認
右
前
一
行
、
に
ケ
ヤ
ご
と
い
、
。
っ
て
法
判
所
の
刊
断
を
F
L
1
7
七、

γ人

事
後
↓
ぶ
説
。
T
百
む
」
2

る
一
［
心
得
は
、
刀
、
事
後
手
認
が
一
訂
さ
れ
る
な
ら
ば
、
自
己
取
引
が
右
品
川
に
以
勺
て
取
締
役
の
支
粁
を
問
う
」
、
こ

が
で
き
ず
、
第
一
刊
行
の
ゐ
粒
ド
ア
T
h

安
定
zd
」
と
に
な
り
、
成
約
伎
が
追
認
を
子
相
f
｝
て
会
社
と
取
引
ず
る
恐
れ
が
あ
る
と
い

し
、
斗
J

い
取
引
に
刈
一
α

ノ
る
取
締
役
会
り
爪
認
会
一
法
律
の
規
定
で
ぶ
J

川
氏
J

本
訟
に
限
定
す
J

る
こ
い
弓
こ
に
は
、
生
化
一
α

J

る山村

ν日刊明＋去に
h

cf会
引
り
た
や
／
の
般
常
J
V
一
選
択
す
る
円
能
性
J

い
と
制
限
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
主
ト
問
主
認
に
円
を
認
め
な
け
れ
ば
な
い
h

な
い
う
／
｝
い
う
い
れ
解

一

%

）

【

日
本
会
制
法
は
苧
前
未
認
を
規
む
し
て
、
平
品
川
承
認
も
昂
ム
れ
す
る
と
解
釈
「
る
し

4
J
あ
る
が
、
米
同
法
い
は
宇
刊
倍
近
認
を
認
め
て

: Ex人i.tc刊行l'3+S68J D別［2川：；I、
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事内問
7

不
認
が
あ
る
場
合
、
事
前
不
認
、
込
町
伏
、
作
る
一
、
、
と
が
で
き
る
ミ
こ
と
推
論
で
き
、

問
f
Q玖
締
役
良
心
者
思
は
山
一

後
で
1

也
市
羽
山

γ
る
」
と
が
で
き
、
成
引
か
り
会
社
九
山
崎
古
川
を
依
る
の
か
ど
う
か
に
関
す
る
日
断
は
手
が
け
り
事
後
に
一
け
る
方
が
谷
易
な

I
U
M

一

の
よ
う
な
場
台
、
事
政
問
玖
認
本
自
己
破
引
ぷ
訟
の
十
d
l
人
で
訟
め
る
、
こ
い
つ
三
こ
が
公
吐
に
拾
い
利
で
斗
ぬ
る
υ

事
、
川
承
認

こ
工
あ
り
、
い

だ
円
Y
V
｝
認
め
よ
う
と
い
h

つ
日
ノ
併
は
、
取
い
的
役
ら
の
談
合
守
に
よ
り
山
己
取
引
の
け
当
化
が
長
応
3
れ
る
で
取
れ
刊
は
ら
に
対
す
る
責
任

的
M
J

が
強
化
さ
れ
と
い
る
現
山
た
で
は
平
後
本
認
（
追
認
）
を
認
め
る
と
い
う
、
｝
乙
か
安
当
で
み
る
ζ

寺
、
ス
ら
れ
る
n

へ
一
一
）
決
行
役
員
制
J
沿
道
7

入

、
改
正
悦
法
第
四
へ
し
八
久
本
の

か
ら
一
体
内
C
八
条
の
九
ま

幹1~i:：こおける手汁氏改 11.Jγl必ド容と今後心開寸坦

ー
、
脳
波
場
会
祉
の
場
合
、
実
務
一
lU款
や
内
規

c執
訂
役
只
主
置
い
て
い
る
が
、
こ
れ
に
お
す
令
、
伝
的
旧
制
拠
が
な
く
、
多
く
mvmn

出
口
が
発
ル
ー
し
て
い
Q
勺
取
締
役
会
心
世
以
口
の
ド
t
L
九
百
社
む
業
務
訊
行
を
専
門
に
戸
当
ず
る
検
慌
て
ゐ
る
執
行
料
品
質
に
判
ず
る
恨
拠
規
定

を
川
用
意
す
る
も
の
の
、
制
肢
の
導
入
の
叫
drm川
は
個
別
会
い
れ
が
肉
体
作
的
に
山
脱
出
帆
す
る
こ
と
が
て
き
る
よ
う
H

な
っ
と
い
る
し
こ
の
よ
う
内

と i~
台、行

期役
怯＂
~－ J J-! 
戸市l
才L tlt 
る±！ 0 

H~ 
4長
拠
を
!+l 
：立・qム
r守J

' 
ト

つ
守f

L

町
内
的
同
絞
凶
rt刊
の
安
定
住
吉
確
保
し
、

ハ
付
川
内
的
に
取
引
の
長
八
エ
セ
同
る
こ

F

1え
ら
F
ムJM
ぬ凶刊行人ゐ花、

I
Y
J
I
抗

J
F
t
1

（ハ〕（〆一二守山山一プ一ロ糸
d

出
梢
正
法
j
乞
M
凶
正
v
三
ー
よ
ー
外
収
締
役
選
任
に
関
す
る
規
定

J5新
設
、

Jた。

昨
凹
で
は
、

一
定
版
校
三
わ
旧
日
以
事
業
司
壮
末

一
お
一
ウ
ォ
ン
－
以
L
L

の
l
場
会
仕
に
関
し
て
は
、
任
外
子
氏
位
制
役
は
一
一
名
以
l
、
ま

f
は、

的
引
い
約
刊
は
総
数
の
逃
叩
数
ノ
；
〆
た
（
自
パ
ん
取
引
作
品
同
一
九
品
川
の
一
六
出
羽
）
〉
恒
一
の
す
一
ノ
司
副
券
取
引
法
、
市
改
H
F
J
る
こ
；
、
に
よ
っ

亡
取
柄
役
会
の
業
務
執
行
機
持
｛
～
対
ず
る
肢
管
機
能
が
分
に
終
能
す
る
こ
と
に
な
っ
三
口
hrut
－
u

、
証
挙
取
引
法
h
J
m
県
約
役
会
心
段
、
ぜ

料判
pfを
司
’
w
M
さ
吃
る
ア
め
に
改
r
L
さ
れ
ゆ
人
に
も
か
か
わ
じ
J

ず、

現
実
的
に
は
業
政
執
行
を
氾
中
J
F
J
る
秋
F

七
役
員
に
河
ム
o
J
Q
脱
走
」
／
｝
設
け

て

W
J
7ト
y
h
T
L
が
、
止
法
rr
子
大
空
作
弘
法
一
点
で
↓
お
る
と
指
荊
さ
れ
亡
き
に
（
会
社
に
ょ
っ
と

代
表
取
締
役
に
よ
れ
ど
選

（！メ人民半、日：／ス.J369、981:zoリ.11、



汗
さ
れ
た
執
行
役
員
が
弔
文
し
し
ム
μ
弘
の
業
務
を
決
行
寸
る
叩
プ
刈
も
山
て
き
z
y
h
v

執
行
役
只
の
地
作
、
権
限
、

支
伴
h
a
y
が
問
川
田

に
な
り
、
主
た
、
執
行
刊
は
は
の
除
軒
機
関
4
一γ
ハ
透
明
に
匂
っ
た
υ

大
規
紋
松
式
会
社

ま
た
は
、

l
場
ん
い
業
）

の
場
合
、
育
法
で
吋
外

伐
締
役
を
ー
一
l

心
に
し
た
政
紛
役
公
に
付
し
で
は
、
執
行
川
伎
は
の
産
主
れ
口
、
目
別
打
廿
な
乙
の
業
務
は
じ
機
関
に
対
ず
J

る
世
以
下
機
能
を
確
実
に
円
甘
い

h
J
L
、川仇
F

七
役
員
の
地
位
、
権
限
、
義
務
、
責
正
な
ど
も
周
｛
止
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ム
れ
、
ム
ー
斗
心
改
正
商
法
で
詩
人
さ
れ
た
。

人
7
円
円
改
rt
で
、
会
社
一
け
I
ベ
配
構
店
、
／
）
訪
日
注
？
で
最
も
若
し
い
変
化
は
、
定
款
の
規
定
に
よ
り
執
行
役
員
争
指
け
（

οょ
う

ιし
た
こ

と
で
7

め
司
令
。
取
締
役
会
心
機
能
の
中
、
取
締
役
の
職
務
執
行
早
川
背
後
能
は
口
己
一
前
貨
の
J
f
尉
が
あ

2
1
こ
の
点
は
取
締
役
会
内
の
弘

ト

hyJ
人守山口門会
J
o
m
じ
で
た
る
＝
一
｝
む
山
…
を
改
善
し
て
業
務
執
行
ケ
一
専
門
に
旧
日
叶
ム
す
る
待
問
乞
一
汎
に
泣
き
、
取
締
役
会
に
は
も
う
少
し
佐
官

機
能
を
化
実
L

果
た
せ
る
よ
う
に
誘
Y44す
る
必
要
が
お
る
d

況
に
、
韓
同
心
株
券
一
一
ん
一
方
以
人
お
こ
ヘ
ペ
〉
%
程
度
が
乏
款
の
い
店
｛
止
に
よ
り
、

C
E
O
 （
代
表
一
一
項
ノ
打
役
員
＼
、

、

‘

）

（

E
f
 （
財
務
改
行
役
U
H
J

生

J
C名
称
を
拘
っ
た
決
行
役
戸
、
か
れ
声
い
と
い
る
J

ま
た
、
缶
、
本

h
乍リツ
1

戸、

祉
制
川
以
締
役
が
取
締
役
総
只
、
り
過
半
数
以
上
な
ら
な
け
れ
ば
な
っ
た
い
た
め
、
攻
十
刊
の
苫
一
記
取
締
役
の
数
が
ト
へ
き
〈
滅
れ
、
内
り
一
匹
以
締

役
て
は
た
い
取
併
役
心
地
付

つ
人
一
買
が
相
当
多
い
〈
」
改
正
商
店
は
合
去
の
支
配
柏
え
を
改
善
す
る
と
同
時
に
法
外
山
放
員
べ
く
れ
て

し
た
執
汗
役
一
一

hvc
尚
法
上
の
制
ハ
ザ
に
じ
V
置
づ
け
、
そ
の
鼎
守
、
権
限
、
支
任
な
と
を
規
律
す
る
乙
執
行
役
聞
は
資
記

F
る
べ
き
、
で
あ
り
、

以
締
役
A

又
の
決
議
を
執
行
、
F
，Q
季
持
UJ
丸
山
り
、
－
H
任
問
一
京
総
伐
の
一
員
任
主
準
応
ず
る
c

仔
刻
は

年
に
J

十
た
さ
れ
て
い
る
つ
は
行
役
一
日

を
置
く
の
か
タ
ろ
か
は
刊
の
制
限
1t
な
し

に
会
叶
の
遅
れ
に
仔
ぜ
て
い
る
〉
し
ん
｝
予
っ
て
、
会
什
は
現
ノ
打
の

「
ば
締
役
会
l

代

十
点
取
稲
役
体
制
を
結
局
す
る
か
、
「
♂
取
約
役
会
議
長
＋
取
稲
役
公
）

（
代
表
執
行
役
員
ふ
執
行
役
員
）
体
制
に
変
え
る
か
を
白

出
に
選
択
で
き
る
、
一
ζ

に

米
一
ょ
で
は

校
的
に
業
務
札
制
～
育
的
間
近
で
あ
る
取
一
約
役
会
ζ
業
務
執
行
機
況
で
あ
る
執
行
役
弓
と
は
分
雄
L
て、

引

Y
A明
性
と

刊川
A
I注
を
高
め
て
け
本
に
も
既
存
心
取
締
役
会
以
外
の
委
じ
円
余
設
置
会
社
戸
取
締
川
メ
会
内
に
指
名
。
紙
査
報
酬
委
員
余
炉
設
置
さ
れ

: Ex人i.tc刊行j '3+17けjcs2 i:2川：；j、



改
正
者
y下

オJ,, 
1昔、

「司場
ヨ｛；－
ソ j~ 
，~ ¥-
内；ま
り院
が分7
み役。8
、ofo
H又
己仁上
九く
」

;fl 

る占

k～ 、、

jmr叫
一
川
口
約
J

、h
J

、札

て

om
－－h
バ
主
主
、
ム
ヲ
士

干
：

i
J
4
f
l
i－
－

よ
う
て
執
行
役
い
、
す
置
く

二
一
が
て
き
、
会
往
が
執
亡
役
汀
刊
を
置
い
た
場
じ
に
は
代
点
以
締
役
中
置
く
、
」
）
が
で
き
仕
い
よ
う
に
し
て
い
る

0
4
っ
ζ

＆
、
会
什

と
紋
行
役
員

r
の
潟
係
ば
会
社
こ
成
約
役
の
渇
係
の
よ
、
「
に
妥
汗
河
係
、
ご
犬
、
れ
る
。
執
ノ
七
役
［
は
2
設
置
づ
ハ
れ
｝
た
お
む
の
取
締
役
会

r
の

怪
限
『
刀
一
配
に
つ
い
て
は
取
結
役
会
が
、
①
川
机
む
役
［
斗
ハ
及
び
川
町
山
ム
れ
執
行
役
只
の
先
任
・
解
日
ハ
ヘ

執
行
役
員
の
業
務
執
行
に
対
す
る
監

抗円、
ι
門
司
行
川
河
口
と
品
刊
行
役
員
設
問
会
社
と
の
訴
法
に
お
い
て
、
吠
行
川
は
じ
一
設
置
合
判
ー
古
代
表
す
る
者
の
選
任
、

決
行
役
員
に
け

ず
る
業
務
執
行
に
時
ず
る
パ
市
立
子
止
の
委
任

一明一

L
、
本
法
で
取
締
役
会
権
限
ボ
ポ
に
定
吟
に
川
崎
介
は
応
尽
く
）
、
忽
執
行
役
門
い
れ
が
数
人

幹1~i:：こおける手汁氏改 11.Jγl必ド容と今後心開寸坦

（
山
♂
場
合
、
域
わ
り
、
い
い
同
の
職
務
分
組
高
び
出
叩
凶
作
命
令
関
係
そ
の
紅
利
一
打
均
九
円
以
の
桐
互
山
崎
山
に
同

rる
事
項
、
必

た
は
、
株
ム
下

い
場
台
、

t
d
h役
員
心
報
酬
決
定
の
格
段
合
持
つ

つは一

r
門
法
第
W
一
ご
八
条
の
二
第
一
項
）

判
刊
行
役
目
を
設
問
し

山
村
叫
ん
古

取
締
役
会
議
長
を
漢
江

frる
日
」
と
に
お
い
て
t
t
u
v仙
の
規
定
が
な
け
れ
ば
、

取
締
役
会
決
議
で
談
去
を
併
に
ト
「
る
こ
と
L
Y

し

二
会
社
は
、

一
茂
山
ヤ
両
氏
お
凶
行
一
人
全
の

第
凶
収
、
、
当
該
人
買
い
九
十
の
取
締
役
会
に
対
し
て
は
、
ヘ
ー
条
い
ト
必
｛
疋
ぷ
LG
い
場
介
、
取
締
役
会
に
関
寸
心

引
汎
｛
疋
を
、
川
地
川
す
る
よ
う
に
h

い
た
ヘ
公
一
よ
出
法
第
凶
ハ
リ
一
八
条
心

第

μ
刑、）三

P

一、

斗
司
会
ト

出
同
行
役
一
以
の
任
期
は
定
款
の

Pι
め
7

つ
な
け
れ
ば
、

午
を
起
尚
で
き
な
い
よ
ニ
J

L

J

平
司
法
刷
古
川
江
川
凶
〈
リ
八
矢
の
一
皆
川
一
用
、
）
、
こ
の
｝
主
J

な
仔
期
は
定
款
で
そ
の
任
期
当
の
最
終
の
れ
い

算
期
に
闘
す
る
心
地
株
工
総
会
が
終
結
し
た
後
、

設
初
に
目
指
集
ず
る
取
締
役
会
心
終
結
叫
ま
と
に
終
了
一
j

る
も
払
う
に
定
的
♂
に
い
る
へ
改

正
育
法
第
凶
f
〉
八
条
の

会
社
幻
業
務
秋
行
、
引
必

一
条
二
項
）
υ

川口、止
PU法
H

こ
の
よ
、
つ
な
執
「
わ
役
員
ら
に

中」示、

h
山内リ（
I

川巧んヘムベ、ゾ

f
t
J
兵

1
2
c

よ
ノ
て
委
吋
－

3
れ
～
業
務
執
行
に
間
一
「
る
意
泌
氏
定
、

人
古
川
刊
の
代
表
r恰
限
J
V
F
L
汁
つ
一
、
で
つ
に
規
定
す
る

〆改ー止、拘
t
J山
第
川
ハ
い
へ
久
木
心
河
）

u
r、
什
ー
～
池
に
も
紋
行
役
員
は
必
要
山
司
会
議
の
片
的
卓
上
項
ど
山
円
相
集
刈
山
刊
を
記
執
し
た
ヰ
出
を
山
之
川
役
会

議
長
に
提
出
し
て
取
締
役
た
の
結
集
を
清
水
FJ
る
、
一
と
が
で
き
る
ヘ
改
正
統
法
第
河
心
一
ヘ
条
の
七
第

加担～一、し
I
υ

し
、
取
締
～
句
会
一
一
議
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三
が
選
出
な
く
一
攻
締
役
会
の
M
h
集
ア
品
川
ち
と
踏
ま
な
い
と
？
に
は
、
請
求
、
三
人
同
行
役
員
は
裁
判
所
の
必
可
を
い
た
し
取
締
役
会
を
一
町
長
す

る
こ
乙
が
で
き
る
〕
主
に
規
定
L
一
に
い
る

ヘ
改
正
育
法
鍔
何
（
じ
八
条
の
じ
治
パ
（
）
口

十
m
h
l

～、

二
名
以
上
の
執
亡
役
ド
バ
が
選
任
さ
れ
た
場
ん
じ
に
は
、
取
締
役
会
心
決
議
で
会
社
中
一
代
衣
ず
る
代
表
秋
ノ
打
改
良
を
選
任
す
べ
き

C
占
め
り
、
こ
の
よ
う
な
代
ぷ
執
行
役
員
ピ
対
L
て
は
代
衣
取
糾
一
役
に
川
1
9
4
0
説
法
規
定
を
準
則
「
る

（
改
ー
止
尚
法
第
四
つ
八
条
心
J
4
）。

執
れ
役
員
は
一
し
ノ

R
I～
同
以
上
業
務
日
執
行
状
況
を
収
締
役
会
に
情
古
し

改
正
日
間
以
第
四
（
ド
ゾ
ハ
粂
の
ハ
第

JJj 

」
の
伯
に
も
取
締
役
た
の
安
求
が
あ
ξ
時
に
は

し
つ
で
も
取
締
役
主
に
出
席
し
と
望
求
「
る
事
項
十
一
初
芯
し
な
け
れ
ば
な
ら

士与

し、

（
改
疋
，
U
法
第
四
コ
八
条
の
六
第
二
取
J

〈
こ
の
際
、

取
締
役
は
代
十
点
川
崎
行
役
員
に
と
っ
「
～
也
の
執
行
役
員
ま
た
は
、
被
μ
問
v刊
の

業
務
に
附
附
し
て
取
締
役
会
に
恨
告
す
る
一
」
と
を
桜
ぷ
ず
る
こ
と
が
て
き
る
よ
弓
に
規
定
［
て
い
る

（
改
い
わ
商
民
第
四
〈
〉
八
条
の
！
ハ
μ川市

I良
執
行
役
員
は
取
締
役
2
同
一
に
ム
五
日
牝
内
ハ
YJす
る
主
任
及
ひ
弟
二
者
に
l

叫
す
る
主
任
を
仏
（
う
と
さ
れ
戸
に
い
る
。
し
に
が
っ
一
亡
、
執
行
役

只
が
故
台
主
た
は
過
失
で
注
〈
工
士
一
は
、

定
款
に
注
訂
以
し
三
行
為
2

子
し
た
け
、

ふ
心
わ
務
J

乞
W
附
怠
す
る
と
き
に
は
、
ユ
F

の
執
行
役
同
は

余
糾
い
に
対
し
回
目
牢
を
山
積
J
1
る
頁
任
を
臼
（
い

、
改
正
商
法
お
凶
（
け
八
条
の
八
以
前
…
引
）
、

主
l
凡
な
池
小
ご
い

決
行
枝
川
闘
が
忠
烹
1
た
は
、

一
人
ツ
亡
を
の
任
務
を
m
Mムけい

F
，Q
時
に
は
、
モ
の
は
行
役
員
は
あ
一
者
に
け
タ
〆
山
間
主
門
一
会
一
k
m
没
す
る
主
任
を
臼
？
っ
「
！
と
に
な
る

改
広
州
一
波

第
凶
心
へ
条
の
八
第
二
項
＼
子
ν
L
h
人
の
執
行
役
員
が
公
社
主
た
は
、
あ
一
苔
に
汁
1

）
刊
明
宍
を
賠
償
f
る
主
任
が
あ
る
ぬ
ん
じ
に
は
、

こ
の
よ
う
な
数
人
心
秋
行
役
只
は
速

H7）
て
賠
償
す
る
い
R
粁
を
良
い
、

監
一
作
も
そ
の
責
打
が
あ
る
と
き
に
は
、

斗
J
E

れ
J

一、

政
利
川
は
ま
た
は
、

こ
の
よ
ミ
な
執
行
役
員
は
取
締
役
ま
た
は
、
ト
ZHY」
述
宿
し
て
賠
償
す
る
責
任
仕
負
う
工
こ
に
な
る

「改ー止－

m法
第
四
C
八
条
の
八
熊

一
一
辺
。
こ
の
他
に
J
h
U
、
干
高
法
で
は
紋
七
役
員
に
い
刈
し
、
業
務
執
行
を
す
る
」

γつ
斤
午
、
商
法
上
取
締
役
に
賦
制
さ
れ
る
話
務
規
定

を
根
川
し
て
い

: Ex人i.tc刊行l'3 + S72J c84 [2川：；I、
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っ
h
士、、

L
1
l
t
 

執
行
役
一
旦
江
区
ム
μ
弘
は
代
表
攻
締
役
宮
沢
か
な
し
よ
う
に
三
し
い
る
た
め
、

取
締
役
会
会
一
設
官
エ
特
L
d
J

る
ほ
締
役
会
議

長
J
M
1
E
く
べ
き
で
あ
り
、
之
款
の
川
崎
ど
が
な
け
れ
ば
、
取
新
役
会
決
議
で
選
任
す
る
よ
う
に
胤
｛
心
し
て
い
る

戸
改
正
有
法
第
刊
の
八
お

M
河（
J
O

執
行
役
員
の
報
監
に
対
ー
コ
ー
は
定
款
に
規
定
が
な
か
っ
た
り

い
場
台
に
は
取
締
役
会
が
決
め
る
d

岳
山
入
、
↓

品ノ
Z

う
に
規
定

L
て
い
る

ヘ
改
r
l
p
A法
迎
。
へ
条
け

第
一
項
第
六
号
、
。
執
行
役
員
心
選
午
ー
及
び
解
正
は
出
品
中
伊
万
円
校

e
V
M
査
の
山
交
じ
こ
と
も

に
登
記
事
項
と
川
尻
d

疋

L
7、
い
る
（
改
止
持
法
第
二
り
い
条
約
一
足
～
。
秋
行
役
只
は
会
日
引
の
業
務
を
執
行
す
る
権
限
を
れ
没
す
る
こ
と

執
行
内
仏
国
ね
の
け
性
主
体
認
す
る
の
は
取
引
安
全
及
び
利
否
認
f

対
人

f

弘一

夜
業
別
公
認
海
に
登
記
す
る
以
ど
外
部
に
公
む
し
な
け
れ
ば
は
ら
ん
は
u
p

の
た
め
に
ふ
汁
μ44
に
甫
要
な
事
項
で
丸
山
h
uり

こ」十品、
w
h
y
一〉一、

l
L
f
f
J
J
l
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河
川
幻
役
員
制
度
三
亨
人
の
必
山
久
性
炉
提
起
大
れ
た

4
3抗
に
は
、
怜
外
取
締
役
制
度
を
義
務
化
「
る
1
ぐ
い
ろ

f
と
に

E
っ
こ
、
収
締
役

会
で
決
議
し
た
下
町
山
吉
執
行
す
る
粍
営
直
ー
の
先
r
’
ゴ
が
発
バ
ー
し
、

こ
れ
を
情
決
す
る
て
め
の
い
弓
策
J
し
1
々
什
介
業
が
ー
一
王
的
に
事
実
ム
む

執
行
役
買
を
選
任
し
て
れ
言
凶
作
の
宅
自
を
補
完
し
て
き
ヒ
実
品
川
が
め
る

円一、
y
」、三、

執
行
役
員
削
伎
が
尚
己
ト
の
制
皮
化
に
な
る
と

い
｝
て
も
こ
れ
そ
立
法
規
定
と
ず
る
だ
け
で
は
企
業
一
り
心
が
円
発
的
同
附
法
上
心
納
行
役
は
に
変
更
し
な
い
限
り
、
は
的
と
音
球
で
が
｝

日
円
陣
の
山
l
p
け
は
結
い
て
凶
行
役
UH
制
夜
の
ん
で
～
効
刊
は
z

小
f
l
分
で
あ
る
じ
、

r
V
M、
凶
円
「
守
山
は
い
一
制
度
を
法
的

」
；
は
政
治

的
に
困
難
で
あ
る
と
い
た
ノ
り
も
現
在
の
挟
行
役
員
制
反
に
討
、
J

て
も
政
府
に
唱
す
匂
財
界
に
対

rる
規
制
の

以
と
看
徹
、
J

て
、
同
制

交
の
字
入
十
一
ヱ
一
中
山
山
川
川
に
反
対
1

〆
て
い
る
ん
τ一
従
連
宗
国
流
済
人
達
ム
τ会
）
宇
中
し
に
し
三
川
町
四
介
に
こ
勺
て
は
最
J
h

憂
慮
－
7
4ゐ
間
－
訟
で
あ

り
、
改
革
互
助
J
f

進
め
る
口
一
民
間
体
は
司
一
制
一
…
一
の
導
入
え
一
強
h
y
J
に

張

L
J
る
か
ら

持
違
法
に
よ
っ
て
社
外
取
締
役
三
系
を
波
市
十
数
以
上
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
誇
を
会
う
ん
規
牧

i
場
企
業
の
場
合
に
は
、

ψ
iつが

企
業
の
非
乱
リ
記
役
員
心
比
重
が
一
…
夫

η
早
リ
記
取
的
ー
伐
の
机
伶
い
に
市
ず
る

2
4胤
川
大
れ
る
範
出
h
A
t執
行
役
員
を
巡
行
ー
ム
0
2

る
よ
う
に
義
務

化

L
J川
市
、
灯
、
れ
ば
な
ら
は
い
q

こ
と
が
必
民
で
た
る
と
考
え
ら
れ
る
乙
外
向
の
事
例
か
ら
什
わ
る
よ
h

つ
に
、

米
同
て
は
よ
規
模
八
ム
舵
会
引
に
弐
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行
役
一
以
を
設
置
す
る
よ
う
に
閲
違
法
で
規
，
心
し
て
お
り
、

寸
寸
べ
本
己
主
主
久
間
会
及
川
円
九
百
引
い
の
場
合
L

の
み
行
外
刀
、
締
役
ユ
之
官
市
川
伴
、
以
て
拘
名

ザ
令
只
ム
ム
・
叩
州
配
J
L
K
H
R
九
百
・
戸
川
一
党
委
只
公
を
d
E
E
し
て
執
行
役
員
制
孔
を
一
吋
人
す
る
、
」
と
が
で
き
る
よ
う
に
胤
だ
L
て
い

ず

〉

、l

－p
f
Lムド
μ
ィ

1
1

尋
問
心
場
合
に
も
商
法
卜
て
は

、
こ
の
選
出
？
に
該
当
一
コ
ノ
る
会
社
は
執
行
役
員
削
皮
の
さ
γ
へ
の
右
2

…
士
山
い
干
的

に
決
め
ら
れ
る
よ
う
に
か
J
る
こ
こ
が
ム
日
叫
小
心
で
あ
る
n

、
資
本
市
場
法
に
払
つ
ず
杜
れ
取
締
役
刻
展
及
び
常
在
委
h
H会
刻
展

η富
子

人
β

説
務
化
さ
れ
て
い
る
｝
場
合
祉
の
場
台
／
一
銀
行
法
、
以
険
業
以
内
、
資
本
市
場
氏
は
ど
ん
1
隊
機
民
間
同
係
法
に
よ
っ
て
む
れ
ノ
以
締
役
及

び
抗
告
委
員
会
心
導
入
を
義
務
化
ー
で
い
る
／
貨
岸
二
兆
ウ
寸
ン
以
一
心
銀
行
、
保
険
会
社
、
証
存
会
社
、
占
司
岸
知
一
用
会
引
は
ほ
び
総
合
令

融
余
祉
な
ど
に
付
し
て
は
、
執
行
没
門
円
ハ
の
波
町
工
わ
主
義
務
化
ヲ
る
こ
ー
と
が
社
外
取
締
川
け
は
制
度
改
ひ
正
査
委
員
会
制
度
の
活
改
化
及
び
川
町
営

Jzm

悦
州
市
川
能
心
同
一
の
す
に
め
に
必
賢
一
I
fあ
る
と
叩
い
好
き
れ
る
わ

神
国
南
訟
で
は
、

事
実
ぃ
株
式
公
社
合
大
台
付

一
本
一
ウ
方
ン
以
で
み
？
匂
株
式
会
什
）
、
中
公
社
ヘ
資
本
手
総
常
ynM

F
H
ι
庁
日
秘
九
州
内

〈
j

〉
伝
ブ
ブ
～

J

以

で

A
H
t
一
杭
績
が
二
兆
ウ
寸
ン
ま
湖
心
株
1
入
会
社
）
、
小
ム
五
七
一
安
が
主
総
組
が

ぇ
ン
ま
満
の
株
式
会
日
む

に
区
分
し
て
、
与
の
支
配
棋
品
な
ふ
れ
ぞ
れ
同
規
制
い
て
い
る
大
会
忙
に
ハ
バ
レ
て
、
執
行
役
員
制
民
中
十
八
校
的
日
習
は
か
存
者
的
設
置

か
い
つ
い
て
、

J
凶
行
商
法
が
大
ム
μ
弘
の
場
台
、
取
締
役
会
門
会
一
以
会
の
つ
の

F
交
委
民
会
を
兵
務
的
に
胃
く
よ
う
に
、
〕
た
以
l
、ャ

れ
と
川
灰
を
ム
円
わ
せ
て
は
行
役
只
制
夜
を
義
務
的
に
宥
く
べ
き
さ
あ
L

り
、
が
し
ろ
円
内
の
効
ぷ
性
と
透
明
性
の
子
J

め
に
こ
れ
を
採
択
ず
を
き
J

に
j

一日ヰ
L
て
1

尚
pk役
員
制
丸
に
対
じ
て
は
商
法
で
、
が
F
規
定
し
仕
け
れ
ば
な
け
れ
ば
な
ら
仕
い
っ

（
川
山
）
羽
一
法
支
援
の
剣
山
立
導
入

へ改
rt
説
法
第
五
四
条
り

一
新
設
）

A71
和
）
ノ

jrヒ
C

相
川
行
法
ー

十
六
規
模
企
業
ピ

に
よ
り
、
金
融
絞
河
に
は
選
法
院
制
人
（

2
5三一三円。

が
設
置
、
予
れ
て

ρ
る
か
、

「，
w

て
も
選
法
経
常
の
ど
少
J
f
U
J
W
川
皮
か
ヂ
怖
で
為
り
、

倫
理
粁
F

げ
が
h
N化
さ
、
れ
て
い
る
世
芥
口
前
傾
刊
に
ム
円
わ
な
い
と
い
、
う
お
刊
m占めるぐ
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資
p

川
厄
似
な
ト
y
を
考
慮
、
J

て
大
規
領
f

に
，
心
め
る

l
場
会
一
一
は
、
選
法
統
制
幕
内
を
い
出
立
す
る
よ
う
に
穴
、
の
共
一
品
川
の
道
ペ
リ
に
悶
す

る
業
務
を
い
己
、
ず
る
選
法
ヌ
扱
人
を

h

円
以

l
降
下
ノ
、
ょ
っ
に
す
る
進
法
支
隠
の
制
定
が
考
人

vo
れ
る
こ
y
し
に
よ
っ
て
企
業
の

こ
せ
公
的
支
任
が
強
化
さ
れ
る
こ
用
利
さ
れ
る
」

r一、

0
1
l
D
幹一出
i

上
場
法
人
ば

コ
ス
タ
ッ
ク

一、同（
fv
出
『
）
〉
む
（
同
ハ
エ
ロ
ぷ
戸
川
2
5円
2
2

一
、
白
川
川
副
糸
ム
六
日
引
い
い
1

ハ
六
社

八
戸
l
z
ハ

ロ2
］

2
m
J
C円
F
J
4
5
ロロ
L
A
U
g
v
Z
C
C
2
ω
）
J

社
ピ
淫
「
γ
Q
O

い
原
い
ぜ
一
企
業
ら
は

心
向
。
判

c
c
c年
i
h
J

ら
つ
つ
ム
？
f
ま
で

ピ
け
で
何
と
ー
ハ
九
可
一
件
の
訴
訟
仏
書
き
込
ま
、
れ
る
ご
と
に
云
J
J

た
炉
、
ふ
2
1
J
f

」、
〆E
I
L
i

不
当
の
反
独
山
中
山
連
ば
ペ
ポ
叶
げ
の
巾
で
持
直
企
業
こ
均
速

［
た
手
汗
は

一
よ
性
け
で
あ
り
、
こ
、
れ
は
米
出
八
「
外
足
以
山
市
汚
建
一
氏
苧
汗
心

九
四
四
%
に
「
法
叶
ず
る
数
字
で
糸
っ
た
し
こ
の
よ
う

幹1~i:：こおける手汁氏改 11.Jγl必ド容と今後心開寸坦

と
一
仇
況
立

'''1 

""' 
四
ハ
正
ー
祉
の
凶
内
一
場J
法
人
で
勤
め
こ
い
る
弁
護

t
は
一
六
七
人
に
尚
子
な
か
っ
た
…
結
リ
問
、

企
業
的
立
不

l
分

何百品司法

γ
ス
テ
ム
が
芸
大
な
外
何
人
品
災
口
流
出
及
び
国
叉
一
税
争
川
に
ま
で
芯
祖
国
人
乞
及
ぼ
す
こ
と
に
な
っ
た
F

一
九
九
八
h
i
M
F
経
流
危

絞
り
当
時
、
凶
家
不
校
事
態
、
り
！
上
安
防
国
と
し
て
純
国
企
業
の
よ
小

i
分
な
引
務
総
造
と
小
送
切
な
令
主
経
営
い
方
式
が
指
摘
さ
れ
、

反
な
ど
か
什
住
金
融
関
係
は
の
改
一
ー
に
よ
勺
て
金
融
機
関
に
い
r

っ
て
内
部
統
制
制
肢
及
川
J

道
出
wrm
似
人
制
肢
が
表
品
川
化
さ
れ
弓

波
法
？
マ
～
援
人
制
皮
は
会
引
い
が
λ

小
主
主
小
内
川
仙
の
意
思
決
定
及
び
業
務
内
行
に
対
す
る
内
一
民
法
制
ン
ス
ブ
ム

I土
i下
専

門
家
7o、
目今
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法
的
危
険
Jbvk砂
川
川
及
ぺ
J

管
担
J

、
〈
L
円
括
経
営
に
伴
う
持
積
紛
内
ず
の
↓
守
晶
子
地
J
4
5
f
が
一
に
予
防
す
る
一
三
ノ
に
「
る
制
皮
で
あ
る
、
こ
れ
は
合
条

の
遊
寸
仏
川
吋
営
の
み
な
ら
vf、
副
次
的
に
ハ
パ
返
ム
上
級
域
拡
十
八
に
も
上
空

390
況
十
什
の
大
部
げ
の
多
用
籍
伏
去
っ
は
、
弁
護

i
な
い
r
法
作
同

調
叶
小
か
を
渓
作
支
援
人
に
狂
人
町
V
J

て
適
切
な
内
部
統
制
刷
、
J

ス
ア

f
包
了
山
尽

L
て
お
り
、
次
凶
と

E
い
で
は
山
口
川
市
統
制
F

竹
グ
ラ
ム
J
f
運
営

ず
る
企
業
に
付
し
て
法
迂
反
の
際
、
白
川
川
に
参
院
γ
γ
Q
こ
ζ

に
よ
っ
て
准
法
支
援
人
期
没
の
活
性
化
を
議
拒
的
に
後
押
し
｝
戸
、
い
る
U

科目川市い

cjむ

C
C
午
か
ら
fuI
止
取
引
委
員
会
で
一
公

IL取
引
は
や
A
4
1守
口
グ
ラ
ニ
を
ベ
一
じ
、
ぺ
白
司
法
管
却
制
没
を
湾
人
e

施
ろ
も

ず
る
企
業
に
汁
し
ご
ぽ
珠
山
川
、
泣
減
軽
、
公
表
命
令
下
方
停
止
、
殿
様
荒
査
免
除
な
ど
の
主
主
主
汁
守
し
て
い
る
〈
一
記
の
よ
F
7
に
徐
々

米
凶
i



に
国
内
外
の
多
く
の
ん
業
に
お
い
て
内
山
川
川
崎
町
制
ブ
口
グ
フ
ム
の
趣
旨
及
び
必
い
民
性
に
つ
一

L
て
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
ご
さ
つ
つ
あ
る
状
山
で

あ
る
J

今
は
一
怜
法
と
公
止
取
引
法
に
明
一
な
税
制
問
規
｛
一
ι
こ
ァ
入
国
抗
策
を
旦
豆
包
＼
F

ふ
り
多
い
企
業
が
浸
作
支
援
の
制
品
一
叫
を
芦
γ
↓
人
す
る
こ

t
r

ょ
っ
♂
L
企
品
川
！
一
の
送
川
件
J
斤
廿
を
実
現
ず
る
こ
／
）
が
で
き
る
よ
う
に
」
i
o必
裟
が
あ
る
ロ
送
法
F
人
阿
世
人
制
度
の
時
7
才
一
通
じ
亡
新
説
法
－
m
い

人
の
議
凶
拡
大
と
企
業
法
に
対
す
る
専
門
化
が
迭
と
こ
こ
に

通
法
人
目
枕
人
の
表
務
ぷ
用
の
引
け
容
を
人
れl
，ーやは

t
商
法
を
活
じ
て
、
、
｝
れ
か
ら
一
定
担
模
以
上
心
上
場
会
引
は
法
ち
を
道
寸
し
で
ム
十
日

札
粁
FH乞
a
E
に
い
り
る
た
め
に
役
城
民
が
そ
の
成
務
士
遂
行
す
る
時
に
従
わ
な
け
れ
ば
ぷ
ら
な
い
遵
法
税
制
基
刊
と

T
H引
を
川
立
し
、

こ
れ
を
点
検
ず
る
辺
法
支
援
人
士
置
か
な
け
れ
は
一
ば
ら
な
い
）
こ
の
制
山
ほ
の
尚
子
入
と
夜
連
し
て
ふ
仕
業
は
企
業
内
部
に
進
法
IF
右
下
人
剤
投

と
預
似
の
孟
公
技
能
が
多
い
が
、

］
同
一
屋
の
堤
制
を
一
均
し
く
け
け
っ
て
弁
護
ム
ト
だ
け
が
N
U
志
を
受
け
る
一
重
規
制
で
ふ
ゆ
る
と
い
う
不
流
が

一
怖
の
弁
護

i
凶
仏
は
企
業
の
川
遣
い
い
意
識
と
格
付
透
明
性

2
5三
η
、
結
果
的
に
企
業
C
収
日
耐
性
も
良
く
な
る
と
い
う
乍
張
と

共
に
弁
武
士
過
剰
供
給
状
？
F
を
解
決
「
る
糸
口
が
用
＋
み
さ
れ
、
こ
の
制
民
心
採
択
を
私
情
的
二
欽
辺
す
る
よ
平
岡
気
で
あ
る
わ
一

μ
め
丸
や
）

判
よ
り
選
伝
統
制
基
却
と
選
法
主
綬
人
制
慢
の
導
人
げ
か
批
判
を
受
け
て
い
る
最
も
i
八
き
い
坦
庄
は
、
こ
り
制
M

は
が
批
存
の
削
皮
し
仁
類

似
の
部
分
が
多
く
、
必
宴
の
な
い
中
島
制
で
あ
Q

可
阪
刊
が
大
き
し
と
い
う
こ
と
で
あ
ゐ
こ
の
よ
う
な
向
指
は
、
特
に

lJヘl
J
j
l
t

L
〔
〔

f
f

初
め
の
抽
出
会
一
性
規
制
の
側
面
を
強
制
刷
ト
ゆ
る
た
め
い
内
部
付
制
主
式
市
J

選
法
支
殺
人
制
攻
、
包
既
に
導
入
L
J
l
f
北
品
川
〆
て
い
る
ム
L
J刷
会
社
会
F

中
心
に
現
れ
て
い
る
。
ず
な
？
わ
い
ら
、

の
判
例
友
ど
」
引
が
誌
な
る
の
か
、

手
人
さ
れ
て
施
行
さ
れ
亡
い
る
内
部
託
制
慕
刊
及
び
進
法
監
視
人

ま
だ
け
皮
作
統
制
品
河
；
、
叫
ん
渋
ぇ
援
人
を
置
く
一
こ
の
必
宮
悦
に
つ
い
て
疑
問
が
抗
起
さ
れ
に
い
る
。

門
リ
7
1
日
？
子
川
火
、
l
d

、
j
u
M

」ト
j

f仁
、

j

；
l
J
1
7
J
J
i
一

ー，
~－ 」

、ー

ま
ず
送
法
支
絞
人
出
席
～
は
院
存
日
制
民
ζ

開
刊
誌
と
役
引
に
お
い
て
い
か
は
る
通
い
が
あ
る
の
か
品
川
討
し
、
次
に
哲
一
法
支
援

人
別
皮
刀
、
必
U
K九
件
に
つ
、
ナ
述
べ
る
。
結
論
を
先
取
L
う
れ
一
に
、
…
は
存
会
社
が
ι汀
つ
ご
い
Y
G
川
一
部
統
制
刻
展
の
隙
間
を
埋
め
て
市
中
川
的
監

刊
汎
吋
佐
川
料
門
企
庁
一
し
と
企
業
経
常
正
実
州
市
統
制
今
一
可
砲
に
し
、
企
業
2
株
、
む
列
ド
益
寸
！
牛
肉
じ
く
は
－
広
三
制
民
と
し
て
機
能
「
る
こ
と
が
で
き
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ザハ
V
L
」川
U

わ
れ
ワ
Q
ご

ハ
以
近
の
〈
1

立
五
紅
特
ね
境
を
出
れ
、
仏
、
選
作
山
山
町
山
一
U

札
象
に
対
す
る
凶
内
外
的
制
裁
が
大
き
く
強
化
、
己
れ
て
お
り
、

戸一一
L
ヤ
」

J
U
J
b
」
1
J
二、
v
nノ
、
J

i
i
l
I
L
i
i
r（
Z
 

μ

瑳
法
7

人
出
向
人
制
度
で
あ
り
、
企
業
の
持
続
一
口
d

誌
な
径
司
の
で
め
に
は
門
J

叫
言
い
お
け
る
事
前
一
的
島
知
y
」
子
防
が
必
要
で
あ
る
υ

既
存
の
制

間同パ～では

η
ムヴ州
J

家
の
河
ι
J

小川

f
f人
め
選
法
倫
河
ほ
打
F
V
U

が
不
可
能
で
あ
っ
h
J
O
μ

戊
止
商
法
は
企
業
経
常
の
透
明
牲
を
向
上
す
る
丈

け
貯
の
色
々
な
可
一
度
の
中
の
つ
い
」
し
で
法
の
よ
ヴ
門
訴
を
四
川
h
J
さ
い
じ
る
川
皇
居
t
比
ム
ス
採
り
出
川
伎
を
採
荻
し

さ
ら

ι必
一
見
叫
と
し
て
は
企
業
の
倫
組
討
常
と
透
明
粁
リ
ば
け
の
が
分
利
気
を
ι
れ
る
の
は
一
司
際
釣
な
流
れ
て
ゐ
る
た
め
、
持
五
戸
式
日
引
法
も
グ

ロ
l
パ
ル
令
ス
タ
ン
ダ

l
ト
に
台
う
よ
う
に
改
正
さ
れ
る
べ
一
き
で
ム
の
わ
、
合
楽
d
J
U
分
の
社
会
的
責
任
に
f

川
市
に
明
、
心
主
何
刊
行
な
け
、
れ
ば
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と
ら
と
い
わ
但
し
、
と
の
制
度
の
狩
人
心
範
凶
聞
や
述
皮
な
ど
は
企
業
収
支
に
合
わ
吠
て
適
切
に
調
節
し
、
こ
れ
か
ら
、
公
耐
脳
会
等
と
店

［
て
企
業
と
学
界
な
ど
れ
い
り
主
へ
一
岬
合
何
広
く
受
げ
へ
れ
て
捻
れ
〈
け
を
市
首
E
F
る
必
要
が
み
る
と
u
E
わ
れ
る
F

す
な
わ
ち
、

υ
ぬ
れ
河
科
で
泣

川
市
計
ず
象
全
斗
古
川
数
を
迫
JY
化
、
し
亡
、
採
用
さ
れ
L

人
弁
護
i
J
Y
L
廿
効
に
川
市
「
る
な
ど
の
補
完
校
区
を
用
脅
し
、
企
業
れ
担
を
減
ら
せ
る
工

日
山
地
リ
一
片
山
術
を
よ
く
生
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ま
三
、
今
回
心
機
会
に
商
い
い
の
会
社
編
に
内
部
統
制
に
闘
す
る
某
τ小
川
明
記
い
叫
ん
新

設
さ
打
、
主
務
八
川
村
も
確
支
に
、
）
て
、
人
片
ぃ
九
市
場
法
・
銀
行
法
な
2

9
 

1
る
必
泌
が
あ
る
）
波
法
ふ
接
人
制
茂
の
導
入
と
関
連
L
r
Lた
き
い
問
題
上
V
と
L
Cお
怖
さ
れ
る
ι

内
科
の
の
一
つ
が
、
違
法
支
援
人

仰
の
法
律
に
散
泊
、
J

て
い
る
内
部
引
は
制
規
定
も
筑
ム
？
付

lm一

の
資
格
佼
件
に
附
」
2

る
三
三
ど
め
る
。
ぃ

航
行
令
を
し
内
了
て
通
法
支
援
人
に
注
れ
主
い
資
府
民
刊
け
を
規
定
、
1

そ
れ
以
外
の

ぬ
ム
口
に
対
｝
ノ
て
は
り
山
め
る
方
法
で
会
代
引
に
進
法
支
慢
の
選
引
に
渋
豆
を
わ
町
民
i

し
に
企
業
負
担
J
P
Z

減
ら
す
必
要
が
あ
る
」

四

人
f川
伎
の
河
川
苅
店

前
遣
し
ド
よ
う
に
、
詮
百
法
務
部
は
、

C
C！
？
口
ー
に
コ
ー
ポ
レ
1
1
r
e

ガ
パ
L

J

J

ス
乞
改
善
し
、
企
業
の
資
金
辺
、
円
に
関
す
る
ヂ
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必
中
久
h
a
中
市
川
制
を
緩
和
す
る
こ
と
い
ζ

っ
て
わ
チ
、
活
品
川
の
向
津
川
は
主
仙
め
よ
よ
と
泣
半
尚
法
を
い
い
苦
、
九
執
行
佼
員
削
反
は
今
回
心
t
f
d
l

調
法
に
夜
り
込
ん
だ
公
聴
公
立
は
、
川
山
七
役
員
制
乏
の
り
渋
川
村
山
の
団
自
と
し
て
秋
行
役
H
H
に
対
L
1
J

る
法
作
上
回
収
拠
が
な
い
ん
｝
の
、
そ
の

T
f
m
を
高
め
よ
う
と
す
る
は
を
日
午
げ
で
い

fi 
外
取
材f
, /. 

dし、

← 
主主
朴、二
門

芳、

" 員
ノ＼
ヱヰ

相J

！（七

ピ
1山

入
し

Ex人i.tc刊行l(3 + S78J DD＼コ「2(11

地
や
－
F

付
限
・
義
務
・
支
江
れ
な
f

の
法
作
上
向
日
叫
が
あ
る
ζ

い
う
守
／
一
、
株
式
会
社
の
ピ
「
腎
機
関
こ
Mmpf機
関
を
分
離

L
亡
え
れ
務
の
効

t
d
f
～、

I
M
F
経
浴
危
機
以
絞
り
尚
法
改
正
は
、
従
京
り
改
止
内
容
と
沈
較

L
て
小
久
化
の
松
町
内
ー
が
質
的
に
異
な
る
n

し
し
f
L
f
3

l
ノ
l
ノ

J
4
5

改
d
j刑
法
は
、
取
締
役
の
王
実
義
務
（
川
法
一
一
八
一
条
の
一
～
、
集
中
段
以
制
度
？
制
法
一
九
二
条
の

）

斗
J

主
導
人
し

一
九
九
九

J

寸
rL
は
争
、
米
式
の
取
締
役
ゐ
以
内
委
口
門
会
判
明
皮

一＼山川牛仏一

h
u
＝
久
市
の

社
列
取
締
役
制
度
以
此
ひ
r
h
t
H
歪
h
h会
制
皮
は
取
締
役
の
構
成
及
ひ
淳
一
台
に
京
大
ヘ
M
V
J
桃
山
門
を
及
ぼ
「
こ
と
で
あ

η
、
会
社
の
組
織
と
楕
造

全
米
国
也
心
コ
ー
ポ
レ
！
？
・
刀
パ
ナ
ン
ス
で
変
革
を
泊
求

L
こ
い
る

そ
こ
て
、
忙
外
取
締
役
制
度
三
一
人
か
ら
始
ま
っ
れ
れ
押
凹
尚
ム
以
上
（
山
人
口
忙
の
コ

i
ポ
レ

l
ト
・
ガ
川
寸
ン
ス
同
制
二
悶
す
る
改
害
議

へ
加
は
、
商
法
三
恥
変
委
員
会
ム
制
｛
段
、
り
ヰ
7

へ
と
実
収
支
、
川
、

ま
た
執
行
役
員
削
ほ
の
井
県
一
人
宇
上
以
T
／
～
す
る
改
一
十
内
泌
が
最
近
凹
会
議
決
や
L

通
過
、
J

た
J

決
行
役
員
制
1

以
上
か
導
入
さ
れ
る
い
と
日
立
か
つ
て
怜
凶
商
法
上
の
会
計
の
同
計
十
山
口
岳
山
寸
機
構
の
大
手
術
同
五
質
的
に
段
恭
し

に
と
見
る
こ
口
一
ー
で
き
る
c

韓
同
商
法
！
の
株
式
会
社
の
コ
！
一
小
ン
ト
・
ガ
パ
ナ
ン
マ
へ
は
成
締
役
会

Jr
心
に
ふ
2
0料
、
げ
機
関
よ
住

A
刊
役
を
中
心
に
す
る
匹
以
H
機
関
の
分
離
を
げ
弔
問
｝
｝
た
F

ヰ
制
こ
イ
一
吋
常
の
原
注
に

p「

J
K
F
い
て
い
る
～
ー

γ子
し
、

二
つ
の
機
関
全
部
が
転
＋

総
会
戸
、
京
打
甘
さ
れ
る
た
め
、
現
実
に
は
大
株
主
の
形
容
力
か
ら
い
説
け
山
M
L
に
く
い
た
め
分
離
に
限
界
を
川
市
い
て
い
る
ラ
そ
こ

日
対
の
独

υ
性
J
U
Y

－
強
化
し
て
企
業
以
打
、
バ
の
陀
全
件
、
透
町
村
を
俗
似
」
つ
る
た
め
に
判
外
取
v
叶
役
相
変
が
キ
人
さ
れ
、
戸
）
れ
に
よ
J

て
経
営

区
甘
訟
門
際
情
こ
し
て
の
取
約
役
会
の
地
付
い
変
化
が
始
ま
っ
た
。

γ
日
わ
ち
、
村
山
外
取
的
伐
を
多
h

け
は
？
ご
す
る
監
査
委
員
会
ば
粁
rju
除
以
目
的
問
叶
4
パ

の
ヨ
絡
を
持
つ
取
締
役
会
制
度
と
の
関
係
に
お
L
て
、
山
明
治
、
合
一
村
山
山
と
抗
査
機
河
内
心

h

は
と
十
い
工
1

H

h
一－
k
H
の
才
的
い
え
判
つ

t
お
打
、



に
」
ワ
て
同
rr
雪
の
実
効
刊
に
肘
松
本
的
な
疑
問
を
川
、
三
し
い
た
r

結
局
、
社
川
河
内
外
締
役
制
皮
と
広
告
会
川
会
制
度

の
一
ケ
人
は
出
J
H
I
l
絞
約
刊
は
ム
ム
の
判
権
を
監
H
H
ー一1
心
機
関
に
ぜ
貌
さ
せ
る

γ二
に
ん
I
一
っ
て
、
新
1

〕
い
経
常
隊
関
心
情
マ
ヘ
が
授
、
止
さ
れ
る
こ

／
）
に
な
》

f
n
そ
し
て
、
取
締
役
会
の
監
官
隊
問
化
に
伴
う
析
し
い
経
営
陣
内
関
心
パ
旬
以
吻
に
d

り
、
合
L

4

心
コ
7

だ
し
、
ト
・
ガ
パ
ナ
ン

ス
に
持
す
る
議
論
は
定
成
さ
れ
る
午
い
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、

月
比
い
ゴ
ド
レ

i
ト
・
ガ
ハ
ヲ
ン
ス
の
将
淡
を
お
っ
米
司
の

ム
U
H
m
法
制
川
と
似
て
h

る
こ
乙
に
な
り
、

グ
ロ
パ
ル
ぶ
却
に
も
合
致
す
る
こ
え
る
こ
、
〕
が
で
き
る
u

も
っ
と
も
、
特
庄
の
会
引
法
制
は

札
外
取
締
役
、
治
在
愛
国
民
主
、
決
行
役
戸
ハ
を
佳
日
門
川
被
湾
化

I
て
お
い
り
、

現
r判
の
R
Y
H
判
明
皮
に
出
FW
」
ヲ
る
紙
々
な
間
川
山
1
4
占
t

げ
か
完
全

ι私
一
仏
き

れ
た
と
は
い
、
え
な
し
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現
ノ
一
の
改
一
什
門
い
で
、
引
司
幻
川
門
司

ch制
皮
p
ど
界
人
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
取
締
役
会
か
将
官
機
関
と
し
と
心
性
格
は
緩
和
－
3
れ
、
益
十
企
委

口
門
会
を
中
心
に
寸
J

一

U
H核
問
化
に
な
る
ー
と
い
ヰ
市
…
は
宵
則
的
zd
「一

1
ポ
レ

1
ヘ
a

ガ
パ
ブ
ン
ス
心
変
化
し
し
い
う
こ
と
が
立
＃
ゐ
小
／

な
〈
と
も
監
去
を
員
会
制
肢
と
M
別
行
役
員
制
陵
γ
」
導
入
す
る
川
竹
1
人
会
引
の
場
合
に
は
、
栄
公
安
同
会
委
員
の
忘
れ
」
と
解
作
権
限
デ
ー
株
十
丁

総
会
に
付
H

J

し
、
経
科
γ
機
関
の
扮
一
行
役
一
〔
一
一
ハ
の
選
任
解
日
い
い
住
民
ピ
収
締
役
会
に
什
f

J

寸
る
、
一
と
に
上
〉
て
牝
此
同
機
関
心
地
併
を
時
保
し

亡
F
U
ババ
i
M
P
J
一
の
粧
九
性
を
仰
山
内
内
で
き
る
も
っ
と
v
も
、
こ
の
で
つ
な
ホ
ム
ル
は
u
h
査
委
員
会
制
度
〉
執
行
役
買
制
茂
三
斗
入
、
J

た

じ
だ
刊
で
羽
れ
る
札
象
で
あ
っ
て
、

土
だ
ま
だ
依
吠

ζ
L
f
L
議
ヘ
師
、
引
必
huq
一
で
あ
る
c

五

' イコ

jコ

り

｛守

ゼ」

特
区
に
お
い
て
株
式
会
む
の
は
引
日
体
制
は
所
有
宥
が
粁
F
J
I
者
に
も
な
る
、

J
f
L
什
川
〕

1
i
p

占
ず
d

U
刊
さ
れ
一
〉
ぎ
た
U

こ
の
よ
う
仕
桁
件
体
制
の
庁
東
に
は
、
企
業
の
夜
中
」
が
短
く
、

r

ド

ム
ム
・
文
化
的
民
間
凶
と
政
治
・
計
済
り
町
民
間
凶
が
挙
け
ら
れ
る
し

経
ャ
一
ぺ
い
が
世
議
3
れ
る
い

γyし、

及
び
そ
’
れ
を
し
ん
、
t
る
日
引

部
会
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1
M
近
、
時
岡
山
－
改
正
商
法
に
お
い
て
、
会
J

ペ
ー
機
会
の
流
｛
い
町
議

ι現
ど
の
一
円
吋
人
、
攻
締
役
の
自
己
攻
引
状
認
能
川
聞
の
拡
l

人
さ
れ
介
」
し
）

こ
斗
リ
ノ
、

J
1
3
 
ト
ド
本
も
品
目
い
閑
い
を
山
行
っ
て
い
る

日
本
に
は
、
公
社
後
会
の
泌
氏
同
志
に
対
L
て
口
路
町
兵
士
寸
法
判
的
、
民
宝
ー
，
恋
務
な
t
J
f

対
す
る
九
体
的
な
ガ
r
ト
一
ワ
イ
ン
を
川
用
意
す
る
こ
と
を
、
で
し
張
γJる
吉
も
小
川
て
言
て
し

1
 
υ
 

フ〕「ワO
 

リ
口

w
 

4
 

nδ 

〈
の
ム
以
け
刊
パ
か
劫
H

／れぺ仏己同【
μ

刊
制
昨
叫
か
｝
十
心
士
小
り
治
刷
川
1
l）な
h
、
可
能
性
バ
》
4

の
ザ
匂
と
い
う
問
晴
h
汁
が
指
一
納
ν、
」
れ
て
い
令
こ
れ
か
ら
、
神
臼
に
日
い
て
、
日＼
 
j
 
U
A
 

F
A
U
 

決
行
役
員
制
度
ー
し
認
述
し
て
は
、
政
締
役
の

利
以
γ
〆
て
柔
軟
に
採
決
を
試
み
る
い
ど
が
で
き
る
ロ
ム
f
刊
の
悼
凶
改
正
一
泊
法
ご
は
ん
目
社
機
会
の
流
用
禁
止
を
新
設
し
、
汀
f
L
氏
引
の
ボ

一町一

誌
の
問
説
乙
川
別
L
て
処
河
さ
う
れ
る
。
八
百
社
桜
札
口
の
流
川
市
、
取
い
的
役
の

zH己
取
日
午
対
速
L
f
今
ま
で
の
判
例
長
準
も
池
小
本
的
ほ
の
で
、

企
業
の

v
場
で
は
不
拡
か
況
は
刀
多
く
、
法
務
部
、
企
業
代
氏
、
一
十
界
、
打
一
疋
！
な
v

が
参
加
「
司
令
委
員
会
や
構
成
し
、
日
対
芥
規
定
ピ

民
軒
目
門
出
明
’
械
を
強
化
L
U
J

る
に
止
に
い
叫
入
さ
れ
た
が
、
導
入
す
る
か
ど
う
か
を
治
山
別
会
社
が
汗
立
町
に
選
択
で
、
ざ
る
よ
う
に
し
た
た
め
、
各

い
か
に
伝
来
心
不
祥
事
に
対
必
寸
る
こ
と
が
で
き
る
か
什
川
j
ら
7
d引
け
れ
ば
守
り
な
い
へ

方
、
幹
凶
は
、
以
苛
ー
の
外
向
為
啓
危
機
以
校
、
社
外
取
締
役
制
段
ど
強
制
的
に
粋
人
L
C社
列
取
締
役
庁
七
の
取
締
役
会
制
民
を

張
え
て
持
絞
的
に
改
詳
し
て
き
た
に
し
山
し
、
」
む
よ
う
な
改
善
ι

予
m
u
m
－
ゎ
、
り
す
、
亡
外
車
締
役
の
専
門
性
2
独
立
が
い
を
維
持
す
る

ぷ
で
は
L

計
十
外
攻
締
役
需
用
紙
と
れ
奈
の
白
土
定
制
事
項
で
川
河
泌
ど
さ
と
い
う
、
元
日
も
提
起
戸
れ
る

」
と
は
悶
晶
子
仙
状

μ
に
あ
る

現
f

引
の
コ
？
ポ
で
ト
・
ガ
ハ
す
ン
ス
ピ
む
い
て
伝
外
一
京
総
役
制
夜
、
V
P
！
介
機
能
し
て
し
な
い
ミ
と
い
巾
’
事
F

徒
で
あ
れ
、
七
外
以
締
役
が

町
、
川
仙
川
を
牢
制
で
き
ず
、

機
出
時
的
に
賛
成
」
3
J
Q
礼
会J
が
続
き
、

以
ん
刊
か
ら
什
外
収
納
役
日
休
1hlv

権
力
に
手
れ
る
現
象
な
y

せ
れ
ぺ
収
拾
い
伐

の
独
斗
刊
こ
与
謝
リ
性
に
問
題
が
あ
る
。
韓
同
で
は
、
金
融
機
関
、
そ
1

）て

l
場
会
社
が
必
ず
ノ
社
外
取
稲
役
を
退
任
L
な
け
れ
ば
な
り
な

い
強
叩
れ
を
待
っ
て
い
る
口
こ
の
よ
行
広
場
合
口
、

」

i
ド
レ

i
ト
・
ゲ
パ
ヲ
ン
ス
と
い
う
も
の
が
本
質
的
に
会
社
の
規
模
、
業
組
占
め
る

江
川
信
れ
に
よ
コ
亡
、
会
引
ご
こ
に
段
J

合
川
一
切
な
税
制
－
4
あ
れ
J

十
り
を
創
口
元
し
ご
作
り

i
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

C
4め
る
。
こ

の
山
町
山
’
か
ら
み
れ
ば
、
攻
吋
か
決
心
小
ず
る
川
川
じ
コ
ー
ポ
レ
！
？
ガ
パ
ナ
ン
ス
、
社
外
取
締
役
制
肢
に
は
問
題
点
も
弘
司
令
粁
営
者
を



十
分
に
駁
杭
」
T
る
よ
う
に

コ
i

h

小レ

i
ト
・
ガ
バ
テ
ン
ス
孜
前
日
’
進
め
る
た
め
に
は
、
そ
の
一
巡
回
“
の
十
体
の
何
々
の
一
色
祉
が
エ
れ
ど

れ
の
ム
ム
刊
に
凶
ん
は
f
J
7
Q
コ
、
ポ
レ
3

ト
・
ガ
パ
ナ
／
子
立
構
築
1

〆
て
宝
尽
し
て
い
く
ご
と
が
L

阜
市
買
で
あ
り
、
戸
、
れ
に
刈
L

ヨノるん
r伶
の
長

間
則
的
な
議
論
古
必
裂
で
あ
る
ζ
H
h
うわ」

幹1~i:：こおける手汁氏改 11.Jγl必ド容と今後心開寸坦

（
－
一
ご
」
数
r
十
、
世
界
的
な
疋
収
で
コ

l
中
小
て
1
1

・
カ
ハ
f

ン
ス
会
一
巡
る
訊
前
が
お
花
い
な
さ

h
て
い
る
～
コ
ー
ポ

ν
l
h
－
ガ
ー
ナ
ノ
J

ヌ

！
、
い
う
叶
叶
は
翻
訳
す
勺
川
パ
ピ
谷
川
知
～
h
u
h
－
か
、
一
司
ベ
か
に

hJ主
｝
は
沿
い
Y
Q
者
の
で
問
い
い
込
町
は
と
に
ご
て
れ
ら
ロ
味
、
仏
れ
し
意
味
な
ど
心

色
々
な
は
味
で
山
代
わ
れ
て
い
f
u
c

コ
ー
ド

l
k

刀

J
1
7
／
〆
ス
に
は
企
業
統
一
川
、
「
公
計
百
…
？
？
古
一
す
ー
っ
々
な
翻
訳
ド
あ
り
、
九
｛
U
万
円
は

安
本
義
戸
杭
凡
ん
九
社
、
制
夜
J
v
－
h

に
お
い
と
ん
止
常
連
汁
の
あ
り
方
を
悦
本
的
な
戸
片
か
り
｜
｜
決
心
分
貯
と
い
ら
に
ば
，

U
I
山市
M

－M
じ

vd

H

げ
一
論
じ
る
一
一
誌
の
捻
u
h
んに

7
u
L一
五
一
コ
山
川
一
｝
一
点

L

ト
・
力
パ
ト
ン
え
が
一
認
す
勺
同
本
合
同
与
法
務
一
一
一
ハ
門

hFv

九
九

同
午
）
↓
一
三
、

5
＝
採
り
問
絹
若
一
以
ア
、
V
7

の
コ
ボ
レ
、
卜
e

吋
ヴ
ハ
ゾ
J

ス
一
九
州
ト
ヘ
川
版
、
一
八
べ
J
C
f斗
年
、
二
川
m
E
J

（
ミ
苧
ん
円
減
一
、
た
社
弘
山
火
口
一
b

ヘyh
何
千
九
測
に
つ
立
一
七
I

一一

一1
士
、
今
い
己
引
戸
川
出
会
社
円
制
改
半
、
し
立
一
U

4

古川、

I
M
F
－
花
治
危
探
の
れ
叫
に
、
凶
際
法
問
～
L
J
G
他
ヨ
的
ヘ
土
日
比
中
、
4
止
で
あ
つ
に
引
、
八
r
い
に
の
改

止
は
、
首
仕
法
の
先
rtv化
t
p
点
出
荷
山
パ
ω

上り巾けに一

H
T
L
、
五
ヘ
一
明
余
り
心
必
ん
と
し
ヤ
改
リ
L
半、川胤山附町、な改
E
t品
川
、
二
一
川
心
ア
行

令
改
宥
手
刊
仰
木
、
六

ι引
の
長
期
間
の
一
振
れ
叩
を
経
て
山
地
4γ
ご
れ
ん
町
議
必
事
沃
学
女
二
こ
一

q

兄ム
f
J
V
川
大
会
資
判
長
一
改
一
苛
王

－
ム
五
什
柿
」
の
土
耐
久
内
J

台
、
一
認
定
ト
、
二
〆
＼
ー
二

j
n

ごJ
F

叩
京
消
一
高
山
改
h
k
u、
偉
及
び
改
止
哀
の
ァ
要
刈
行
乞
ず
占
一
人
権

d

去
託
（
ハ
＼
（
ノ
ム
ヶ
ー
二
凡
）
同
討

士
三
日
主
内
fc
の
「
敦
ド
役
日
L

は
、
尚
一
件
川
知
、
私
の
ヰ
阜
市
で
あ
る
非
常
己
伐
員
な
し
J

山J
月
経
升
役
員
と
枕
均
一
十
区
別
さ
れ
る
「
「
－
ぷ
l

’
三
什
法

え
は
、
引
行
役
一
一
昨
回
改
正
商
法
む
執
行
役
員
に
り
i

～
る
）
と
一
割
行
は
只
一
一
器
内
改
正
世
間
法
に
お
け
る
司
山
山
市
只
と
同
六
な
ー
へ
は
呼
ιげ汁

役
回
討
に
当
～
る
一
心
山
者
を
込
引
に
お
り
、
片
目
立
j
令
〈
誌
な
る
去
昧
〆
一
吋
つ
韓
日
で
は
、
二
、
ふ
υ
以
午
商
法
で
執
汗
伐
号
制
定
を

導
人
ず
る
数
年

2叶J
コ
七
社
台
組
品
川
に
掃
す
る
人
、
幹
二
、
非
主
一
日
r
q
h一
J
L
L
単
門
料
、
門
け
な
同
日
中
一
執
行
社
川
一
L

μ

町
一
ん
併
に
き
て
一
出
り
、
品
I
M

の
改
J

川
市
川
出
PJ
「
て
訊
／
hu
従円九
1
」

Jr
務
｜
心
非
合
V
記
犯
行
計
日
で
込
／
U

乙
誤
芥
一

r
Q川
す
れ
が
為
：
～
へ
会
党
珍
「
羽
行
は
け
い

M
P月
用
ん

A

川
忠
市
内
～
内
事
法
、
子
会
二
ヘ

J

4

立町
J

字
社
ん
へ
百
台
ハ
判
長
一
改
一
語
Y
K
Y会
計
知
）
幻
仁
王
久
内
在
と
祝
日
1
L

（
こ
い
い
ふ
こ
コ
一
一
一
白
司
、

（！メ人民半、日：／ス.J381:、902:zoリ.11、



え

づ
三
／
門
e
f

ノ
f

一
｝
三
七
三
ぎ
を

2
2
2
0ハ］
2
3
r【
＼
号
主
＼
ご
令

2
2
v
r
z
主%山内点、

洋
叩
朗
均
一
切
合
引
制
証
言
一
七

日
本
戸
市
j

一
社
協
叫
翌
歪
有

j
E円一

C
〆
ん
－

一凶（〕戸目。ピ）一一功一山内
v

も（）ニ。
H

）
訪
問
一

ρ 

' 

へ
J
Rリ一

当
者
名
↑
E
H
Z
主
弓
己
、
、
勺
口
円
勺
＼
句
。
印
民
T
C
N
E
円（口｝込町）

刈
人
い
l

五

一

本

開
M
A
r－
協
幹
詞
査
報
パ
ロ
吾
首
一
拘
什

o
d
）
ι戸（）

五
）
十
可
変
E
H
へ山科

vV食
料
二
資
ぶ
十
パ
バ
唱
し
一
へ
ι
叫
批
F

ム
只
五
、
に
お
す
る
は
律
点
在
す
い
て
何
？
f

ヘ
二
一
ノ
ゾ
年
6

4
汀

〕

H
A
J
M
タ
rM犬

山
場
誌
の
改
イ
L
改
よ
商
法
に
、
大
幅
に
改

το
れ
、
ム
バ
引
：
以
前
一
な
側
山
か
ら
、
／
［
川
市
金
融
（
日
江
性
化
を
図
っ
た
（
ザ
よ
り
、
害
法
な
笹
蹟
U

迂出席

Lr一
流
行
L
、者只
F
U
V

詞
迭
で
き
る
よ
う
に
な
ー
ベ
先
行
の
手
伝
ム
筒
了
、
日
さ
れ
、
v

れ
に
出
ι

一
す
る
投
資
υ亡
保
護
む
こ
め
の
川
芦
田
が
は
げ
ら

y
zん

一三）

J
K
王
同
法
の
旧
民
妄
迎
宙
技
コ
、
工
芸
内
知
曽
田
岡
ん
バ
ヱ
］

v
口
舌
℃
＼
＼

2
3
7
2－3
一4
7
∞c
r
wニ
ロ
ヨ
究
｛
｝
へ
C
C
ご

♂

日
C

訪
山
一
）

一
日
一
昨
日
り
防
法
改
リ
茶
会
中
心
に
A

公
社
出
叫
ん
E
r
U
流
用
禁
K
J〆
制
人
パ
し
戸
）
PAH献
と
し
亡
、
李
芝
栴
一
台
社
機
去
の
v
礼
叫
禁
日
｜
｜
特
同
の
商
法

改
一
茶
士
山
l
h
u
h
f

一
東
洋
渓
り
7
む
ム
三
み
や
弟
ア
J

一
一
円
、
ー
だ
ノ
？
」
＝
七
日
以
し

一
弘
、
将
同
囚
会
Z
N
v
f
E
F
官
、
折
々
右
手
応
Z
C目
立
｝
民
二
宵
＼
同
町
一
E
t丘
一
へ
り
｛
）
に
お
生
前
同
一

ヘ
日
一
〆
J

ごニ℃三己「
J
C
Z号
一
列
記
J
L
E
可
江
C
列
己
「
己
主
空
コ
ヨ
ヰ
句
己
主
門
戸
β
《ソ

7
2ぺ
C
5
5
2
d
c
E
Z
泊三

2
コゴ｝ハコ
2
吉
町
】
玉
川
つ
s
チ
コ
ヨ

5
2
5
J
4
2
へ
F
E
l
r
v
y
F
、
山
伊
豆
日
い
い
さ
（
ウ
乙
さ
さ
了
に
析
す
な
哨
「
一
ハ
リ
ハ
イ
ム
引
い
法
改
正
事
幻

M
r

〈止に
1
A
研
究

結
ハ
一
汗
め
匹
目
二
／
、
ハ
丸
一
月
十
（
一
一
日
c

ぺ
い
ザ
界
的
崎
川
前
喝
注
｛
仏
、
一
日
リ

（
口
一
～
4
h
｝
日
～
代
日
前
市
J
起
干
白
動
車
の
物
流
品
村
門
主
の

MLサ
は
ク
ル
9」

υ」
ス
と
い
F

つ
会
社
日
独

I
L
て
お
旬
、
ム
ノ
ル
ド
ト
ピ
ス
は
現
代
門
動
車

社
長
て
÷
一
一
人
広
川
休
÷
が
つ
ノ
阿
川
正
資
し
た
ム
ヲ
「
て

£
r
4
－
ク
ル
口
ピ
ス
は
、
現
代
前
十
グ
ル
プ
の
い
口
一
致
百
？
物
流
「
i

－
慌
の
治
山
い
に
刈
つ
げ
九
一
れ

く
成
長
L

、
副
芯
J

川
鳴
に
場
て
ク
ル
ロ
ピ
ス
ロ
株
日
MUJ
～J
一
勝
う
た
c

こ
り
事
例
立
、
り
、
司
代
l
動
平
や
起
ヰ
斗
品
川
平
が
ヘ
バ
ペ
内
り

つ
め
事
茶
店
ヘ
j

乙
し
て
、
山
ず
｝
は
、
他
わ
会
什
ヲ
ヶ
zdυ

し
て
初
日
明
主
1
L
行

yた
な
門
仲
間
、
た
札
予
多
く
の
収
夜
、
と
得
る
と
こ
か
で
き
た
が
、

こ
内
三
、
A

ス
コ
句
ン
ス
を
辻
長

t
r一
心
古
川
礼
株
ど
J

間
取
り
仁
三
杭
円
以
に
な
っ
た
。
宗
山
範
一
取
締
恨
の
一
白
川
一
V
取
引
J

会
怯
慌
た
の
流
肘
山
川
口

↓
〈
リ
ロ
ヘ
午
北
i
刊
明
快
検
討
」
法

7
論
川
門
治
二
立
案
ヘ
リ
一
円
一
人
ム
丁
一
円
、
九
円
買
ρ

I主：

: Ex人i.tc刊行l'3+S幻j994 [2川：；j、



幹1~i:：こおける手汁氏改 11.Jγl必ド容と今後心開寸坦

ヘ
日
比
一
石
芝
山
崎
前
司
注
｛
山
一

F
H
J
〈

一日
ULJ

令
長
F
L
「之計｛パ
U
宇
品
除
ム
ケ
〆
ご
叫
山
？
に
～
取
締
伐
｛
J
山
ヘ
刀
取
引
勾
公
、
リ
以
軍
民
J
f山
中
間
二
TJ
「

f
ノ
＼
八
位
一
八
ド
、
ニ
ヘ
八
円
J

一mrJF
【

b
H
m’2
4
7
F
T
E
E
Cニ
ロ
E

へP
Z
A
E
（
王
、
足
。
ご
ム
ま
凶
岳
山
C
】

3
2
U
D
戸
（
／
辺
円
安
＼
三
二
心
事
件
、
故
引
所
が
ム
E
h
T捻
会
川

向
“
の
迎
用
主
伶
二
、
ー
と
山
L
L
J
U
円
山
、
司
有
利
ヰ
工
ば
、
店
什
の
リ
ハ
陀
注
C
L山一γ
竺
司
除
玩
鴻
一
ム
ロ
辻
設
会
の
流
用
一
一
布
川
前
九
l

南一
I
ヘリソ

わん
i
山
f
明
究
所
去
、
ヂ
論
竹
山
第
七
川
市
一
十
ワ
（
（
リ
パ

I
R－－ハ
μハ
二
一
凡
ヘ
ハ
C

一
戸
プ
い
い
い
己
《
一
戸
7

にv
y
u
〉
回
一

u
ο
ω
u
o
v
（｛）ハ一一口、）市ご

一円一
V
A
i
l
M
則
ω
口
い
い
ι

ん
J

川
4
）
徐
一
戸
川
町
掛
，
t
k
埠
守
山
中
一
一
三
九
一
四
一
心
向
、
f

ヘmJ
一一仏
pvErhuwmhf
門
戸
広
z
r
m
E
F
p
r
w
η

〈
シ
円
η
円
2
3
h
H
w
m
にハい
O
円
じ
。
印
式
J
F
h
w
ヨ
ロ
沼
辺
司
〈
）
m
A
M吋
U
U
R
U仏
FHぃ
P
F
H叶（」｛
hvAん（）三い〆巴戸内向が

づイタハタハ声、］戸出一
d
H
U
G
－
叫
に
同
日
に
い
今
日
日
い
プ
司
に
内
ご
’
べ
む
さ
二
三
件
）
但
ハ
住
乏
培
山
村
正
へ
日
）
二
民
冗
口

三
一
）
官
を
指
。
戸
時
注
一
日
一
四
ゴ
（
〈

一
お
一
ム
り
立
範
守
山
一
伺
注
ヘ
ロ
ガ
店
内
民
r

（
お
｝
改
戸
市
Jυ
刊
の
一
凡
主
主
ム
円
改
び
土
宏
司
UHい
時
半
怠
宏
之
ご
同
町
一
二
七
、

f
T
f
J
1
5
M
E
》
氏
。
庁
、
ゴ
2
向
山
火
」
（
白
）
］
戸

c

r
）一前
I
一こ

一
刀
、
キ
一
0

ピ
コ
〆
1

一
取
締
叫
は
の
一
回
〕
収
－
v
～悶
f

o
蔭
仏
改
王
楽
小
一
九
八
条
ト
バ
ト

9
0
H
J
見
」
韓
国
中
、
手
ム
訂
正
，
r
川
完
治

J
朱

（
い
一
ヘ
ノ
一
介
千
円
バ
～
二
之
、
ー
ハ
一
八
〕
hH

一川川一
J

ヒ
ム
・
ピ
ー
ン
r

F

州川市江一竹｝
J

一比一二只
P

一
却
、
キ
一
0

ピ
コ
〆
1

－
封
、
江
一
刀
一
凡
六
い
h
o

ぺ
均
一
叩
ほ
抗
一
九
以
内
山
山
、
1h
式
提
に
対
」
Z
Q
1併
一
戸
汀
立
一
川
一
1ハ
ハ
｝
一
一
吉
務
部
日
出
会
辻
制
）
此
止
公
総
会
ニ
コ
ヘ
ノ
ハ
や
七
月
」
七

H

（
紅
一
間
将
棋
引
と
は
、
形
町
一
的
に
は
ん
一
社
ル
米
締
役
以
れ
の
吉
の
引
に
取
引
い
J
J
j
わ
れ
る
が
、
主
宍
的
に
JZ辻
と
取
、
初
役
山
町
山
利
引
吃
ふ
ハ
人
ー
一
ν11hr

－
こ
ら
ず
京
引
を
い
う
J

ー一f
L
一
ん
は
、
取
締
役
u
v
u
宮川肝
J

に
対
し
、
尖
仕
が
道
帯
保
正
L
に
い
、
債
務
か

AN2一n
る
均
台
、
町
市
川
山
花

I
↑
リ
ム
六
十
円
前
県

新
役
乞
兼
ね
2
r
J＼
J、ーとふ一

Jvm

方
の
ム
古
川
叫
に
不
利
な
取
引
言
可
る
川
崎
ヘ
ロ
な
ν
土
手
げ
つ
れ
る
J
利
害
衝
突
り
間
労
取
引
は
、
取
締
役
vm
取

結
役
や
任
i

口
で
あ
ム
幻
他
け
会
社
、
f
一
取
引
J包
f
3
5
川
市
ん
？
に
ー
も
合
川
l

』
る
と
h
エ
J

己
記
円
台
山
口

pvμ
＼円以
WC居
住
「
Z
H
H
E
E＼同一日目、
d

ハr
t
Z
H
F
E

－

C明

2
F
勺

N
G
ど

4
令
桔
↓

1取
締
役
の
い
U
巳
取
引
に
百
寸
る
小
〆
J

決
勾
ト
九
一
三
十
代
Jぱ
34
附
ι

一
所
法
」
十
議
v丸

山

品

川

出

品
HJ

二ヘ一

勺
）
川
ヘ
ノ
寸
九
し

（！メ人民半、日：／ス.J3邸、日航：zoリ.11、



ぺ
勺
一
一
合
ム
ず
お
前
掲
注
｛
訂
、
八
六
八
七
司
。

ぷ
モ
全
一
川
不
「
取
給
役
の

μJ）
取
引
L

事
後
承
ぷ
大
判
二
、
リ
り
じ
4

4
月

例
研
吃
捨

f
ノ
門
司
令
巻
r

ヘ
ノ
コ
石
小
l

九
月
）
一
ん
？
買
い
品
、

ぺ
川
壮
一
合
ム
ず
お
前
喝
注
｛
訂
、
八
七
日
リ

ヘ
日
仏
中
一
本
阿
模
範
公
社
込
山
内
い
r
円廿（
J

，v
が
お
お
凶
（
ケ
）
（
出
三
e

ヘfh仕
沌
合
格
正
へ
huU）八七一心円ュ

ヘ
ー
川
）
会
計
法
一
r
I

ム
ハ
ム
ペ
～
反
は
、
一
取
締
役
は
、
次
に
掲
げ
一
会
場
合
に
は
、
持
一
総
会
に
お
い
ヘ
斗
l

次
取
引
に
つ
き
具
民
な
う
高
士
駅
ハ

L
、

そ
の
示
日

71J↓
げ
な
汁
れ
パ
に
？
？
な
い
に
と
規
定
7

て
お
り
、
取
締
役
バ
ヘ
バ
ペ
と
訪
士
一
ー
す
る
よ
っ
LYふ
恥
川
ι
坪
公
有
場
門
主

v
q
げ
1
l
v
ま
ず

一A主
任
法
百
六
条
今
度
井
一
三
つ
ま
打
、
取
怜
仙
叫
ん
h

、
京
締
役
公
h
M
H
山
田
マ
れ
に
立
仕
て
は
市
北
締
役
会
心
尽
一
記
九
日
十
ハ
ペ
一
げ
れ
は
、
え
は
、

取
締
役
会
が
一
d
P
4「
れ
て
い
な
ρ
公
社
て
は
件
ム
卯
す
た
ふ
ぷ
刊
誌
も
ふ
け
怠
け
れ
ば
、
会
辻
三
現
告
す
る
仏
当
日
以
引
ん
こ
れ
ん
な
い
乃
で
す
d

二川）

I

止
一
同
弘
法
ん
い
川
辺
帆
式
人
目
社
法
、
ら
門
誌
問
、
リ
リ
一
八
年
一
九
万
川
古
川
C

一
日
出
一
士
十
日
範
守
山
市
伺
注
ヘ
ロ
ヘ
ヘ
門
口
r

一日刊r
J

ヒ
ム
・
ピ
ー
ン

r

F
州川市江一竹｝
J

一ハ叫！パ只
P

一却、

J4thm法
の
同
記
？
来
日
在
住
A
h
u
工
宮
内
科
常
国
同
公
E

H
日十日
FF℃
＼
＼
タ

3ど
2
2
E
Z
2
h
z
r
q
E百
三
日
）
一
日
C
H
F
3
H
O

－－M
凶）
ι

へ
い
ご
井
上
責
由
一
グ
シ
ア
松
市
心
グ
ロ
r

パ
ル

fζ
穴
仕

u
d
d

韓
国
一
人
一
一
汚
心
改
正
史
山
手
ー
一
心
に
人
一
ザ
大
j
f
r
、
ン
づ
え
化
作

究
川
Y
〈
ア
池
山
叫
叫
が
九
日
一
／
タ
l
初
日
一
r
t
／
ア
の
伴
済
発
誌
と
伝
統
人
化
の
交
互
（

kv十
大
学
ヲ
ン

f
z化
州
主
川
川
7
r
7
U
U
〕
崎
山
川
先
L

一ン

夕
、
一
ヘ
ノ
一
ヘ
ノ
じ
年
／
白
川

ぺ川
U
F

界
的
崎
川
前
喝
注
｛
仏
、
六
日
リ

（日U
で

η
r
H
左
目
片
山
・
川
υ
お
L
J
（
刊
一
じ
い
九
ハ

ヘ
パ
ヲ
拝
d

一U
銭
一
応
出
改
リ
の
I
J
山
口
一
に
ど
す
－
4
考
察
」
外
出
払
相
生
時
ア
I
L
果
｛
ヘ
一
一
）
じ
牛
二
月
一
人
ハ
一
八
日
、
円

一
心
ィ
忌
一
仏
注
「
執
行
役
員
削
存
え
に
問

3
G丹
相
川
ニ
パ
）
一
い
J

1

、
4
改
半
羽
山
ど
ド
心
に
一
当
事
一
午
、
研
究
お
九
間
第
三
戸
J

二
パ
ヘ
ノ

司
）
人
目
い
い
Uτ

リ

（
必
｝
ソ
ト
九
／
o

ン
円
ク
一
企
業
ス
h
h
民
民
に
係
る
司
法
改
主
～
ジ
÷
か
え
升
科
及
び
ー
一
片
山
内
謀
町
四
執
行
伴
ハ
μ
牧
民
主
出

h
比

一

色

L
J
大

了い礼法
J

刊
が
デ
所
法
学
前
京
第
一
一
」
川
市
ー
勺
へ
一
ハ
ハ
ノ
ヘ
不
一
四
け
一
九
ぃ

〈
ハ
｝
己

ハ
ハ
力
ヰ
川
八
問
叫
し
1hh乞汁品川～円

」
司
事
判

: Ex人i.tc刊行l'3+S糾jcs ii [2川：；j、



ヘ5
F

内
ト
ン
ド
ン
ワ
ク
削
掲
d
f制
）
山
二
官
、
「

一品
J

叫
門
汗
伐
HM杭
υιJ主
主
主
百
円
与

7
2つ
に
〕
た
り
1

松山
L

テ
戸
、
、
不
当
日
刀
！
ワ
ト
J
J
一
ア
川
会
仕
玉
川
一
条
、
戸
フ
y
I
γ

川
会

社
法
第
一
一
U
一
条
、
引
べ

f
ン
ス
｜
｜
オ
：
ソ
ヌ
1

v

決
断
い
た
れ
州
い
ん
一
三

TH

一
院
長
的
「
規
定
す
る
｝
に
μ
事
会
行
法
的
問
〆
こ
と
第

io
一
部
隊
亨
抹
ー
だ
会
ペ
ー
の
支
配
情
主
一
胡
e
ア
デ
「
日
刊
抗
一
八
正
為
一
H
J

～
二
ハ
ノ
ハ
九
4
」

4
1ん
日

（
必
一
ー
ノ
オ
シ
e

F

r

円
ク
町
山
中
土
折
）
川
凶
支
「

一
m、
引
っ
深
江
4

0

前
崎
注
－
叫
i
J

アバ九戸、

一
つ
ペ
ィ
〈
rj同
一
段
関
心
記
、
μ
監
視
人
制
茂
川
h

、
ヘ
）
（
一
ハ
牛
同
月
経
営
支
配
地
い
法
改
古
の
一
環
で
与
人
会
礼
三
制
度
、
あ
り
、
金
融
ヘ
バ
仕
｛
U
役
械
只

が
職
務
を
泌
行
」
る
降
、
治
法

r机
f

ヘ
二
よ
っ
て
去
r
返
る
の
ゆ
守
1
て
い
く
d
ょ
に

f
る
毎
I
山
住
促
体
制
を
五
味
ア
る

ヘ
店
）
向
げ
よ
仏
統
ル
ー
と
は
、
般
出
に
へ
A
U

に
の
一
ぽ
峨
円
以
が
常
務
違
え
刊
し
一
辺
清
一
し
、
芯
般
法
M
L
4～
守
す
勺

tJに
斗
一
前
百
ま
に
は
、
常

3
3に
統
？
日

ャ
ァ
、
佐
腎
ト
一
ノ
タ
勺
制
民
人
ゃ
い
ト
ノ
）
こ
♂
よ
ろ
ほ
造
法
統
制
は
、
原
則
的
に
公
社
の
尚
一
古
川
が
奇
骨
の
危
険
、
主
同
道
す
る
一
め
の
常
時
的
統
制
手

続
ご
あ
わ
、
八
百
仕
む
な
戦
員
b
に
よ
J

L

引
さ
起
市
♂
れ
た
山
道
以
行
為
と
よ
三
k

九
百
九
什
が
十
一
家
る
波
止
と
を
事
前
に

f
h叫
し
ょ
λ

に
す
る
制
度
で

ーめ々。
一日、

d
t
h
m法
の
促
？
釆
起
庄

A
U
エ
宮
内
科
常
国
同
合
同
月
十
日
F
F℃
＼

＼

3
2
2
2
E
Z立
さ

r
q
E百
三
日
）
一
日
C
H
F
3
H
O

－－M
凶
コ

ヘ
日
一
き
・
ン
J

ン
ミ
f

〆一

F
m界
一
石
川
白
白
人
力
の
イ
山
可
一
ン

L
ス
円
，

λ
辿
冷
Lm

一H
J

ヘ
二
一
ー
一
ハ
九
日
J

－

4

一〉官、〔

一一川
J

ォ
。
」
／
ご
叫
ソ
〆

F
h
午
市
丘
一
i
A
T
l

一
文

一
一
れ
と
存
」
片
品
一
石
リ
山
之
授
ヘ
制
夜
、
ょ
く
活
店
す
れ
ば
併
に
」
考
試
界
つ
午
五
日
一
｛
百
）

ぺ
町
一
パ
h

・
J

／
ン
ョ
ン
一
改
L
百
江
上
、
A
d統
制
乙
宇
一
凶
主
主
人
ジ
ぃ
〆
一
ア
ィ
ミ
司
有
長
引
二
川
店
、
一

J

2
心
立
二
土
点
。

（
弘
一
パ
ク
e

ゾ

r

ご
ゴ
〆
引
い
碕
注
一
川
）
川
f

ハT
H
「

一町
d
p

保
正
銘
－
前
掲
注
一
爪
）
一
ー
、
い
ハ
J

一
川
ご
い
で
ム
・
ピ
↓
／
f

「執

22H
口
の
責
任
に
関
士
令
制
允
二
汚
』
研
究
ホ
＝
三
υ

来
一
一
つ
、
I

）
九
件
一
い
い
と
じ
向
、

心
一
仇
い
は
武
一
公
社
法
制
の
変
化
、
／
肱
置
の
ー
バ
M
」
l
k坊
主
村
監
布
会
公
球
二
つ
ハ
八
年
月
一
八
j

一

ヘh
U
）
本
箱
燥
一
持
株
式
？
の
）
辺
管
一
f
段
南
む
現
状
と
暗
一
ご
正
一
旦
川
六
日
凶
器
高
司
法
y
ン
ホ
ン
ワ
付
組
紋
去
ハ
ハ
綿
「
lJA
口
緯
に
お
け
〈
J
L
T
法

人
け
取
引
げ
い
（
U
U
Z
T
i
l
－
訴
た
な
展
開
一
一
正
！
v
主
寸
一
、
、
ノ
ノ
r

、
一
石
）
八
ニ
オ
l
h

し
一
月
1
4『
♂
む
昔
掲
げ
」
剖
）
！
ハ
九
頁
P

幹1~i:：こおける手汁氏改 11.Jγl必ド容と今後心開寸坦

（！メ人民半、日：／ス・＂ 3sc,：、 907:zoリ.11、



。i4i;:J 
井
上
責
也
前
記
作
一
円
、
八
円
計
〕

政
祥
ニ
コ

l
ス
（
三
者
、

4
2芝
2
7
－
W
5
3
5ヨ＼
2
2切位ス一

7JtJ21
ケ
コ
己
d
f
f
E
V
H
r
G
叶
叶
）
三
三
同

G

さ
訪
問
）

: Ex人i.tc刊行l'3+S向j日開［2川：；I、


